
16

凡
例

　
引
用
は
、『
教
行
信
証
』
に
つ
い
て
は
『
定
本
　
教
行
信
証
』、
そ
れ
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
『
真
宗
聖
典
』
お
よ
び
『
真
宗
聖
教
全
書
』
に
よ
っ

た
。
漢
文
は
書
き
下
し
に
改
め
、
適
宜
、
句
読
点
を
補
っ
た
。
ま
た
、
旧
漢
字
は
現
行
の
通
行
体
に
改
め
た
。

註

『
仏
説
無
量
寿
経
』
聖
典
六
二
頁

『
般
舟
讃
』
真
宗
聖
教
全
書
一
・
六
八
五
頁

『
定
本
　
教
行
信
証
』
三
八
一
頁

『
定
本
　
教
行
信
証
』
一
七
頁

拙
稿
「
生
活
の
根
拠
と
し
て
の
願
生
」（『
親
鸞
教
学
』
第
七
十
七
号
）、「
如
来
二
種
の
回
向
」（『
親
鸞
教
学
』
第
六
十
二
号
）
な
ど
。

『
仏
説
無
量
寿
経
』
聖
典
一
三
頁

「
証
巻
」（『
定
本
　
教
行
信
証
』
二
二
三
頁
）。
こ
れ
に
つ
い
て
は
拙
著
『『
入
出
二
門
偈
頌
文
』
聞
記
』
四
一
頁
（
東
本
願
寺
出
版
部
）
に
お

い
て
少
し
く
考
察
を
加
え
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

『
定
本
　
教
行
信
証
』
九
五
頁

『
定
本
　
教
行
信
証
』
一
四
〇
頁

『
定
本
　
教
行
信
証
』
一
四
四
頁

『
定
本
　
教
行
信
証
』
一
五
一
頁

「
欲
生
即
ち
こ
れ
回
向
心
な
り
」（『
定
本
　
教
行
信
証
』
一
二
七
頁
）

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
浄
土
と
現
世
」（『
親
鸞
教
学
』
一
〇
〇
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

『
定
本
　
教
行
信
証
』
一
三
〇
頁
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は
じ
め
に

　
『
西
方
指
南
抄
』
は
親
鸞
が
八
十
四
歳
か
ら
八
十
五
歳
に
か
け
て
執
筆
し
た
、
法
然
の
法
語
・
伝
記
・
消
息
等
を
収
め
た
法
然
関
係
の

遺
文
集
で
あ
る
。
拙
稿
「
親
鸞
と
『
西
方
指
南
抄
』」（『
親
鸞
教
学
』
九
十
六
号
所
収
）
で
は
、
親
鸞
が
こ
の
時
期
に
『
西
方
指
南
抄
』
を

執
筆
す
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
論
究
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
書
の
執
筆
は
八
十
四
歳
の
善
鸞
義
絶
後
に
な
さ
れ
た
事
業
で
あ
り
、
改
め

て
自
ら
の
立
脚
地
を
法
然
の
教
え
に
確
か
め
て
い
く
親
鸞
の
姿
が
そ
こ
に
窺
え
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。
親
鸞
の
法
然
に
対
す
る
憶

い
は
、
そ
の
晩
年
に
お
い
て
い
よ
い
よ
と
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
が
、『
西
方
指
南
抄
』
は
ま
さ
に
親
鸞
に
よ
る
師
教
聞
思

の
姿
勢
が
生
み
出
し
た
書
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
そ
の
論
述
の
中
で
、
こ
の
書
の
中
に
は
法
然
を
勢
至
菩
薩
の
化
身
と
し
て
讃
え
る
資
料
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
姿
勢
は
親
鸞

の
著
作
に
も
窺
え
る
こ
と
に
注
意
し
た
が
、
そ
の
中
身
に
つ
い
て
は
未
だ
十
分
に
論
じ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
今
回
は
、『
西
方
指
南
抄
』

に
お
け
る
勢
至
の
記
述
に
注
目
し
、
そ
こ
か
ら
見
出
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

親
鸞
と『
西
方
指
南
抄
』

│
│
勢
至
に
関
す
る
言
説
を
巡
っ
て
│
│山

　
　
田
　
　
恵
　
　
文
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一
　
『
西
方
指
南
抄
』
に
お
け
る
勢
至
の
記
述

（
一
）
概
要

　
『
西
方
指
南
抄
』
全
六
巻
に
収
録
さ
れ
る
二
十
八
篇
の
資
料
の
内
、「
勢
至
」
が
登
場
す
る
の
は
、
次
の
八
篇
の
資
料
中
の
十
八
カ
所

で
あ
る
。

　
　
上
巻
（
本
）
2

　
　
法
然
聖
人
御
説
法
事
　

2

　
　
上
巻
（
末
）
1

　
　
公
胤
夢
告
　

1

　
　
中
巻
（
本
）
5

　
　
三
昧
発
得
記
　

3
　
法
然
聖
人
臨
終
行
儀

　

1
　
聖
人
の
御
事
諸
人
夢
記

　

1

　
　
中
巻
（
末
）
9

　
　
源
空
聖
人
私
日
記
　

8
　
名
号
の
勝
徳
と
本
願
の
体
用
に
就
い
て
の
問
答
　

1

　
　
下
巻
（
本
）
0

　
　
下
巻
（
末
）
1

　
　
法
語
〈
末
代
悪
世
の
衆
生
の
云
々
〉
1

　
『
西
方
指
南
抄
』
上
巻
の
大
部
分
は
「
法
然
聖
人
御
説
法
事
」
で
あ
り
、
中
巻
は
主
と
し
て
伝
記
類
、
そ
し
て
下
巻
は
消
息
が
中
心
で

あ
る
。
中
巻
に
「
勢
至
」
が
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
法
然
伝
が
中
心
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
特
に
『
源
空
聖
人
私
日

記
』（
以
下
、『
私
日
記
』
と
記
す
）
に
は
、
法
然
を
勢
至
菩
薩
の
化
身
と
し
て
仰
ぐ
傾
向
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
上
巻
（
末
）
の
「
公
胤
夢

告
」、
中
巻
（
本
）
の
「
聖
人
の
御
事
諸
人
夢
記
」
中
の
資
料
も
同
様
に
、
法
然
の
本
地
が
勢
至
菩
薩
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
て
い
る
。
そ

の
他
の
資
料
に
見
え
る
「
勢
至
」
に
つ
い
て
は
、
法
然
自
身
が
説
法
の
中
で
「
勢
至
」
に
言
及
す
る
も
の
で
あ
っ
た
り
、
三
昧
中
や
臨
終

時
に
勢
至
菩
薩
を
拝
見
し
た
こ
と
を
述
べ
る
も
の
で
あ
っ
た
り
す
る
。
そ
れ
ら
を
除
い
た
も
の
が
、
法
然
を
勢
至
菩
薩
の
化
身
と
し
て
讃

え
る
資
料
で
あ
る
が
、
い
ま
こ
こ
で
は
、『
私
日
記
』
に
記
載
さ
れ
る
公
胤
夢
告
の
段
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

（

）
1
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（
二
）『
私
日
記
』
の
公
胤
夢
告

　
『
私
日
記
』
は
数
多
あ
る
法
然
伝
の
中
で
も
最
古
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
伝
記
で
あ
り
、『
西
方
指
南
抄
』
に
の
み
収
録
さ
れ
て

い
る
。
法
然
の
誕
生
か
ら
父
と
の
死
別
、
比
叡
山
で
の
修
学
、
遁
世
、
浄
土
門
帰
入
な
ど
、
入
滅
に
至
る
ま
で
の
法
然
の
事
跡
を
記
し
た

一
代
記
で
あ
る
が
、
特
に
さ
ま
ざ
ま
な
霊
異
を
載
せ
る
こ
と
で
、「
直
だ
人
に
非
る
人
」
と
し
て
法
然
を
描
く
傾
向
が
強
く
窺
え
る
。
そ

の
最
後
に
あ
る
の
が
公
胤
夢
告
と
、
そ
れ
を
受
け
て
の
編
者
の
見
解
で
あ
る
。

　
　
園
城
寺
長
吏
法
務
大
僧
正
公
胤
、
爲
法
事
唱
導
之
時
、
其
夜
告
夢
云
。

　
　
　
源
空
爲
教
益
　
公
胤
能
説
法
　
感
即
不
可
盡

　
　
　
臨
終
先
迎
攝
　
源
空
本
地
身
　
大
勢
至
菩
薩

　
　
　
衆
生
教
化
故
　
來
此
界
度
度 

（『
西
方
指
南
抄
』
中
末
『
定
親
全
』
五
・
一
八
六
頁
）

　
公
胤
と
は
三
井
寺
の
大
僧
正
で
あ
り
、
後
鳥
羽
上
皇
の
信
任
を
も
受
け
た
高
名
な
学
匠
で
あ
っ
た
。『
法
然
上
人
伝
記
』（
以
下
、『
醍
醐

本
』
と
記
す
）
の
中
で
は
、『
浄
土
決
疑
抄
』
三
巻
を
作
り
、『
選
択
集
』
を
破
し
た
人
物
と
し
て
登
場
す
る
。
法
然
は
こ
の
書
を
途
中
ま

で
読
み
、
そ
の
誤
り
を
指
摘
、
そ
れ
を
伝
え
聞
い
た
公
胤
は
返
す
言
葉
が
な
く
懺
悔
し
、
そ
の
後
、
往
生
の
素
懐
を
遂
げ
た
と
い
う
。

　
い
ま
こ
の
『
私
日
記
』
中
で
は
、「
法
事
唱
導
」
と
あ
る
よ
う
に
、
公
胤
が
法
然
の
法
事
の
唱
導
を
務
め
た
日
の
夜
の
こ
と
、
夢
告
を

受
け
た
と
す
る
。
そ
の
内
容
は
、
ま
ず
公
胤
に
よ
る
唱
導
を
讃
え
、
臨
終
時
の
来
迎
を
約
束
す
る
。
そ
し
て
法
然
の
本
地
は
勢
至
菩
薩
で

あ
っ
て
、
衆
生
を
教
化
す
る
た
め
に
こ
の
娑
婆
世
界
に
現
来
し
た
こ
と
を
告
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
夢
告
に
つ
い
て
編
者

の
見
解
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
、『
私
日
記
』
は
閉
じ
ら
れ
る
。

此
の
故
に
勢
至
の
來
見
を
大
師
聖
人
と
名
づ
く
、
所
以
に
勢
至
を
讃
め
て
言
は
ま
く
、
无
邊
光
、
智
慧
光
を
以
て
普
く
一
切
を
照
ら

す
が
故
に
、
聖
人
を
嘆
じ
て
智
慧
第
一
と
稱
す
、
碩
徳
の
用
を
以
て
七
道
を
潤
す
が
故
な
り
。
弥
陀
、
勢
至
を
動
し
て
濟
度
の
使
と

爲
し
た
ま
へ
り
、
善
導
、
聖
人
を
遣
し
て
順
縁
の
機
を
整
へ
た
ま
へ
り
。
定
め
て
知
ぬ
、
十
方
三
世
无
央
數
界
の
有
情
・
無
情
、
和

（

）
2

（

）
3

（

）
4
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の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
夢
告
に
つ
い
て
編
者

の
見
解
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
、『
私
日
記
』
は
閉
じ
ら
れ
る
。

此
の
故
に
勢
至
の
來
見
を
大
師
聖
人
と
名
づ
く
、
所
以
に
勢
至
を
讃
め
て
言
は
ま
く
、
无
邊
光
、
智
慧
光
を
以
て
普
く
一
切
を
照
ら

す
が
故
に
、
聖
人
を
嘆
じ
て
智
慧
第
一
と
稱
す
、
碩
徳
の
用
を
以
て
七
道
を
潤
す
が
故
な
り
。
弥
陀
、
勢
至
を
動
し
て
濟
度
の
使
と

爲
し
た
ま
へ
り
、
善
導
、
聖
人
を
遣
し
て
順
縁
の
機
を
整
へ
た
ま
へ
り
。
定
め
て
知
ぬ
、
十
方
三
世
无
央
數
界
の
有
情
・
無
情
、
和
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尚
に
遇
ふ
て
世
に
興
ず
。
初
め
て
五
乘
濟
入
の
道
を
悟
る
、
三
界
・
虚
空
・
四
禅
・
八
定
・
天
王
・
天
衆
、
聖
人
の
誕
生
に
依
て
、

忝
な
く
五
衰
退
沒
の
苦
を
抜
く
、
何
に
況
や
末
代
惡
世
の
衆
生
、
弥
陀
稱
名
の
一
行
に
依
て
、
悉
く
往
生
の
素
懷
を
遂
げ
む
、
源
空

聖
人
傳
説
興
行
の
故
な
り
。
仍
て
之
に
來
れ
る
こ
と
は
之
を
弘
通
し
勸
め
む
が
爲
な
り
と
。

　
　
　
南
无
釋
迦
牟
尼
佛
　
南
无
阿
弥
陀
如
來

　
　
　
南
无
觀
世
音
菩
薩
　
南
无
大
勢
至
菩
薩

　
　
　
南
无
三
部
一
乘
妙
典
　
法
界
衆
生
平
等
利
益
せ
む
と 

（『
西
方
指
南
抄
』
中
末
『
定
親
全
』
五
・
一
八
六
│
七
頁
・
原
漢
文
）

　
『
私
日
記
』
の
編
者
は
公
胤
夢
告
を
受
け
て
、
法
然
を
「
権
化
の
人
」
と
し
て
讃
え
て
い
く
。
法
然
が
勢
至
の
権
化
で
あ
る
こ
と
を
再

説
し
、
更
に
は
弥
陀
の
使
い
、
善
導
の
遣
い
と
し
て
法
然
を
位
置
づ
け
る
。
そ
し
て
末
代
悪
世
の
衆
生
が
称
名
の
一
行
に
よ
っ
て
往
生
を

遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
偏
に
法
然
が
こ
の
世
に
現
れ
て
教
化
し
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
、
そ
の
徳
を
讃
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
『
私
日
記
』
全
般
に
、
権
化
の
人
と
し
て
法
然
を
讃
仰
す
る
意
図
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
最
後
の
公
胤
夢
告
は
そ
の

証
文
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ら
ば
こ
の
夢
告
は
『
私
日
記
』
編
纂
者
の
立
場
を
表
す
も
の
と
し
て
、『
私
日
記
』
の
中

で
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
『
私
日
記
』
の
編
者
は
恐
ら
く
法
然
に
出
遇
い
得
た
人
物
で
あ
り
、
真
の
善
知
識
に
出
遇
え
た
と
い
う
喜
び
と
法
然
讃
仰
の
想
い
と
か

ら
こ
の
法
然
伝
を
述
作
し
た
と
窺
え
る
が
、
そ
の
よ
う
な
法
然
に
対
す
る
想
い
は
、
こ
の
書
を
書
写
す
る
親
鸞
も
同
様
で
あ
ろ
う
。『
私

日
記
』
を
読
み
、
書
写
す
る
中
で
、
親
鸞
自
ら
師
法
然
に
対
す
る
讃
仰
の
想
い
を
新
た
に
し
深
め
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
公
胤
夢
告
は
同
じ
く
『
西
方
指
南
抄
』
上
巻
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
同
内
容
の
資
料
が
な
ぜ
そ
こ
に
収
録
さ
れ
て

い
る
の
か
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
次
章
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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）
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）
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二
　
特
に
上
巻
末
尾
「
公
胤
夢
告
」
に
つ
い
て

　
上
巻
は
本
巻
・
末
巻
と
も
、
法
然
が
安
楽
房
の
父
で
あ
る
師
秀
の
た
め
に
行
っ
た
説
法
の
記
録
で
あ
る
「
法
然
聖
人
御
説
法
事
」
が
収

録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
分
量
は
『
西
方
指
南
抄
』
全
体
の
三
分
の
一
に
当
た
る
。
そ
の
大
部
の
説
法
の
記
録
に
続
い
て
収
録
さ
れ
て
い
る

の
が
、
公
胤
夢
告
の
資
料
で
あ
る
。

建
保
四
年
四
月
廿
六
日
薗
城
寺
長
吏
、
公
胤
僧
正
之
夢
に
、
空
中
に
告
云
、

源
空
本
地
身
大
勢
至
菩
薩
、
衆
生
教
化
故
來
此
界
度
度
と
。

　
　
か
の
僧
正
の
弟
子
大
進
公
、
實
名
を
し
ら
ず
、
記
之
。

　
　
　
　
康
元
元
年
〔
丙
辰
〕
十
月
十
三
日

　
　
　
　
愚
禿
親
鸞
〔
八
十
四
歳
〕
書
之

　
　
　
　
康
元
二
歳
正
月
一
日
挍
之 

（『
西
方
指
南
抄
』
上
末
『
定
親
全
』
五
・
一
〇
九
│
一
〇
頁
）

　
一
見
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
先
に
引
用
し
た
『
私
日
記
』
中
の
公
胤
夢
告
と
同
内
容
の
資
料
で
あ
る
。『
私
日
記
』
で
は
法
然
の
「
法

事
唱
導
」
の
時
、
夢
告
を
受
け
た
と
あ
る
の
に
対
し
、
こ
こ
で
は
建
保
四
年
四
月
二
十
六
日
、
即
ち
法
然
入
滅
後
四
年
の
こ
と
と
日
付
が

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
今
は
こ
の
問
題
は
措
い
て
お
き
た
い
。
注
意
し
た
い
の
は
、
上
巻
に
収
録
さ
れ
る
資
料
は

「
法
然
聖
人
御
説
法
事
」
と
、
こ
の
「
公
胤
夢
告
」
と
の
二
つ
の
み
で
あ
る
点
で
あ
る
。
内
容
か
ら
す
れ
ば
、「
公
胤
夢
告
」
は
法
然
の

伝
記
に
分
類
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
中
巻
に
収
録
さ
れ
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
で
は
、
な
ぜ
上
巻
の
巻
末
に
収
録

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
霊
山
は
そ
の
著
『
西
方
指
南
抄
論
』
に
お
い
て
、「
二
五
〇
頁
に
も
お
よ
ぶ
長
い
説
法
を
記
し
終
っ

て
、
巻
を
改
め
な
い
で
な
ぜ
説
法
と
直
接
関
係
の
な
い
公
胤
夢
告
の
四
行
を
加
え
て
上
巻
を
終
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
問
題
提
起
し
、

（

）
8

（

）
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、
何
に
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末
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世
の
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、
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名
の
一
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に
依
て
、
悉
く
往
生
の
素
懷
を
遂
げ
む
、
源
空

聖
人
傳
説
興
行
の
故
な
り
。
仍
て
之
に
來
れ
る
こ
と
は
之
を
弘
通
し
勸
め
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が
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な
り
と
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无
釋
迦
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尼
佛
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无
阿
弥
陀
如
來
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无
觀
世
音
菩
薩
　
南
无
大
勢
至
菩
薩

　
　
　
南
无
三
部
一
乘
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法
界
衆
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平
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八
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頁
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記
』
の
編
者
は
公
胤
夢
告
を
受
け
て
、
法
然
を
「
権
化
の
人
」
と
し
て
讃
え
て
い
く
。
法
然
が
勢
至
の
権
化
で
あ
る
こ
と
を
再

説
し
、
更
に
は
弥
陀
の
使
い
、
善
導
の
遣
い
と
し
て
法
然
を
位
置
づ
け
る
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そ
し
て
末
代
悪
世
の
衆
生
が
称
名
の
一
行
に
よ
っ
て
往
生
を

遂
げ
る
こ
と
が
で
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る
の
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、
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に
法
然
が
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の
世
に
現
れ
て
教
化
し
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
、
そ
の
徳
を
讃
え
て
い
る
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こ
の
よ
う
に
『
私
日
記
』
全
般
に
、
権
化
の
人
と
し
て
法
然
を
讃
仰
す
る
意
図
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
最
後
の
公
胤
夢
告
は
そ
の

証
文
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ら
ば
こ
の
夢
告
は
『
私
日
記
』
編
纂
者
の
立
場
を
表
す
も
の
と
し
て
、『
私
日
記
』
の
中

で
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
『
私
日
記
』
の
編
者
は
恐
ら
く
法
然
に
出
遇
い
得
た
人
物
で
あ
り
、
真
の
善
知
識
に
出
遇
え
た
と
い
う
喜
び
と
法
然
讃
仰
の
想
い
と
か

ら
こ
の
法
然
伝
を
述
作
し
た
と
窺
え
る
が
、
そ
の
よ
う
な
法
然
に
対
す
る
想
い
は
、
こ
の
書
を
書
写
す
る
親
鸞
も
同
様
で
あ
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う
。『
私

日
記
』
を
読
み
、
書
写
す
る
中
で
、
親
鸞
自
ら
師
法
然
に
対
す
る
讃
仰
の
想
い
を
新
た
に
し
深
め
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
公
胤
夢
告
は
同
じ
く
『
西
方
指
南
抄
』
上
巻
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
同
内
容
の
資
料
が
な
ぜ
そ
こ
に
収
録
さ
れ
て

い
る
の
か
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
次
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で
検
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す
る
こ
と
と
し
た
い
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二
　
特
に
上
巻
末
尾
「
公
胤
夢
告
」
に
つ
い
て

　
上
巻
は
本
巻
・
末
巻
と
も
、
法
然
が
安
楽
房
の
父
で
あ
る
師
秀
の
た
め
に
行
っ
た
説
法
の
記
録
で
あ
る
「
法
然
聖
人
御
説
法
事
」
が
収

録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
分
量
は
『
西
方
指
南
抄
』
全
体
の
三
分
の
一
に
当
た
る
。
そ
の
大
部
の
説
法
の
記
録
に
続
い
て
収
録
さ
れ
て
い
る

の
が
、
公
胤
夢
告
の
資
料
で
あ
る
。

建
保
四
年
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月
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六
日
薗
城
寺
長
吏
、
公
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僧
正
之
夢
に
、
空
中
に
告
云
、

源
空
本
地
身
大
勢
至
菩
薩
、
衆
生
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化
故
來
此
界
度
度
と
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か
の
僧
正
の
弟
子
大
進
公
、
實
名
を
し
ら
ず
、
記
之
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元
元
年
〔
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十
月
十
三
日

　
　
　
　
愚
禿
親
鸞
〔
八
十
四
歳
〕
書
之

　
　
　
　
康
元
二
歳
正
月
一
日
挍
之 

（『
西
方
指
南
抄
』
上
末
『
定
親
全
』
五
・
一
〇
九
│
一
〇
頁
）

　
一
見
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
先
に
引
用
し
た
『
私
日
記
』
中
の
公
胤
夢
告
と
同
内
容
の
資
料
で
あ
る
。『
私
日
記
』
で
は
法
然
の
「
法

事
唱
導
」
の
時
、
夢
告
を
受
け
た
と
あ
る
の
に
対
し
、
こ
こ
で
は
建
保
四
年
四
月
二
十
六
日
、
即
ち
法
然
入
滅
後
四
年
の
こ
と
と
日
付
が

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
今
は
こ
の
問
題
は
措
い
て
お
き
た
い
。
注
意
し
た
い
の
は
、
上
巻
に
収
録
さ
れ
る
資
料
は

「
法
然
聖
人
御
説
法
事
」
と
、
こ
の
「
公
胤
夢
告
」
と
の
二
つ
の
み
で
あ
る
点
で
あ
る
。
内
容
か
ら
す
れ
ば
、「
公
胤
夢
告
」
は
法
然
の

伝
記
に
分
類
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
中
巻
に
収
録
さ
れ
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
で
は
、
な
ぜ
上
巻
の
巻
末
に
収
録

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
霊
山
は
そ
の
著
『
西
方
指
南
抄
論
』
に
お
い
て
、「
二
五
〇
頁
に
も
お
よ
ぶ
長
い
説
法
を
記
し
終
っ

て
、
巻
を
改
め
な
い
で
な
ぜ
説
法
と
直
接
関
係
の
な
い
公
胤
夢
告
の
四
行
を
加
え
て
上
巻
を
終
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
問
題
提
起
し
、
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自
説
を
述
べ
て
い
る
。

　
霊
山
は
『
西
方
指
南
抄
』
の
真
蹟
に
直
接
し
、
公
胤
夢
告
を
記
し
た
四
行
と
奥
書
と
は
墨
色
が
「
法
然
聖
人
御
説
法
事
」
と
異
な
る
点

な
ど
を
指
摘
し
、
公
胤
夢
告
は
「
後
か
ら
追
記
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
そ
し
て
追
記
の
理
由
は
、
上
巻

「
法
然
聖
人
御
説
法
事
」
を
書
き
終
え
、
更
に
中
巻
の
途
中
で
は
あ
る
が
、
各
種
伝
記
類
の
執
筆
を
終
え
た
頃
、「
公
胤
夢
告
」
の
断
簡

が
残
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
本
来
そ
の
内
容
か
ら
す
れ
ば
中
巻
の
伝
記
編
に
収
め
る
べ
き
資
料
で
あ
っ
た
が
、
す
で
に
そ
の
場
所
は

な
く
、「
や
む
な
く
教
義
篇
（
上
巻
の
こ
と
…
…
筆
者
註
）
の
末
尾
の
空
白
に
│
│
そ
れ
は
同
時
に
伝
記
篇
の
冒
頭
に
も
な
り
う
る
場
所
で

あ
る
│
│
追
記
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
推
定
し
て
い
る
。『
西
方
指
南
抄
』
は
親
鸞
に
よ
る
編
集
で
あ
る
と
い
う
親
鸞
編

集
説
に
立
つ
霊
山
は
、
こ
の
書
の
成
立
を
解
明
す
る
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
公
胤
夢
告
に
着
目
し
、
上
記
の
よ
う
に
解
説
を
行
っ
て
い

る
。
一
方
で
近
年
、
親
鸞
転
写
説
に
立
つ
中
野
は
、
霊
山
の
見
解
は
誤
認
で
あ
る
と
し
、
公
胤
夢
告
は
親
鸞
に
よ
る
追
記
で
あ
る
と
す
る

霊
山
説
を
否
定
し
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
『
私
日
記
』
と
同
内
容
の
資
料
が
こ
こ
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
、
そ
こ
に
思
想
的
な
意
義
を
見
出
す
必
要
性

が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
中
野
の
次
の
見
解
が
参
考
に
な
ろ
う
。

（
上
略
…
…
筆
者
）「
法
然
聖
人
御
説
法
事
」
は
編
者
が
最
重
要
遺
文
と
し
て
公
表
し
よ
う
と
し
た
教
義
体
系
を
成
す
根
本
で
は
な
か

っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
そ
の
掲
載
直
後
に
「
公
胤
夢
告
」
の
文
を
所
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
前
段
の
最
重
要
遺
文
の
威
厳
を
高
揚
し
、

ま
た
そ
の
裏
付
け
と
し
て
法
然
自
筆
の
体
験
記
や
臨
終
の
記
録
等
を
添
え
て
信
憑
性
を
主
張
し
よ
う
と
編
集
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

　
中
野
は
『
西
方
指
南
抄
』
の
中
で
も
「
法
然
聖
人
御
説
法
事
」
は
、
法
然
の
主
著
『
選
択
集
』
の
思
想
形
成
の
上
で
、
そ
の
基
礎
と
な

っ
た
「
最
重
要
遺
文
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、
そ
れ
の
威
厳
を
高
揚
す
る
た
め
に
公
胤
夢
告
が
収
め
ら
れ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
説
法
す

る
法
然
そ
の
人
を
「
勢
至
」
の
権
化
と
押
さ
え
る
こ
と
で
、
法
の
内
容
そ
の
も
の
に
威
厳
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
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中
野
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、『
醍
醐
本
』
も
同
様
の
形
態
を
取
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
た
だ
し
、
中
野
は
親
鸞
転
写
説
に
立
つ
の
で
、

こ
の
よ
う
な
構
成
を
用
い
た
の
は
当
然
親
鸞
以
外
の
別
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
中
野
は
法
語
と
の
関
係
に
論
及
し
て
い
る
が
、
当
然
持
ち
合
わ
す
べ
き
視
点
で
あ
ろ
う
。
説
法
を
行
っ
た
法
然
そ
の
人
を

勢
至
の
化
身
と
位
置
づ
け
、
更
に
中
巻
の
伝
記
編
へ
と
展
開
し
て
い
く
上
で
、
公
胤
夢
告
は
構
成
上
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
そ
れ
が
親
鸞
に
よ
る
編
集
な
の
か
、
そ
れ
と
も
転
写
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
は
依
然
残
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
親
鸞

が
法
然
の
説
法
を
書
写
し
、
そ
の
末
尾
に
公
胤
夢
告
の
記
事
を
記
し
た
と
い
う
事
実
が
そ
こ
に
あ
る
。
親
鸞
に
は
、
こ
の
位
置
に
公
胤
夢

告
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
、
当
然
認
識
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
筆
者
は
、
そ
の
事
実
に
注
目
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
文
脈
上
重
要
な
箇
所
に
勢
至
に
関
す
る
言
説
が
置
か
れ
る
と
い
う
こ
の
よ
う
な
構
造
は
、
親
鸞
の
著
作
に
見
受
け
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
以
下
確
認
し
て
み
た
い
。

三
　
親
鸞
の
著
作
に
見
る
勢
至

（
一
）
浄
土
和
讃
の
場
合

　
『
浄
土
和
讃
』
末
尾
に
は
「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
八
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
に
「
首
楞
厳
経
に
よ
り
て
大
勢
至
菩
薩
和
讃

し
た
て
ま
つ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
和
讃
は
、
般
剌
蜜
帝
訳
『
首
楞
厳
経
』（『
大
仏
頂
如
来
密
因
修
証
了
義
諸
菩
薩
万
行

首
楞
厳
経
』）
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
更
に
は
そ
の
末
尾
に
次
の
よ
う
に
『
首
楞
厳
経
』
の
一
部
も
書
写
さ
れ
て
い
る
。

　
　
經
言

　
　
　
我
本
因
地ニ

シ
テ　

　
以テ
㆓

念
佛ノ

心ヲ
㆒

　
　
　
入レ

リ㆓

无
生
忍ニ
㆒

　
今
於テ
㆓

此
界ニ
㆒
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自
説
を
述
べ
て
い
る
。

　
霊
山
は
『
西
方
指
南
抄
』
の
真
蹟
に
直
接
し
、
公
胤
夢
告
を
記
し
た
四
行
と
奥
書
と
は
墨
色
が
「
法
然
聖
人
御
説
法
事
」
と
異
な
る
点

な
ど
を
指
摘
し
、
公
胤
夢
告
は
「
後
か
ら
追
記
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
そ
し
て
追
記
の
理
由
は
、
上
巻

「
法
然
聖
人
御
説
法
事
」
を
書
き
終
え
、
更
に
中
巻
の
途
中
で
は
あ
る
が
、
各
種
伝
記
類
の
執
筆
を
終
え
た
頃
、「
公
胤
夢
告
」
の
断
簡

が
残
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
本
来
そ
の
内
容
か
ら
す
れ
ば
中
巻
の
伝
記
編
に
収
め
る
べ
き
資
料
で
あ
っ
た
が
、
す
で
に
そ
の
場
所
は

な
く
、「
や
む
な
く
教
義
篇
（
上
巻
の
こ
と
…
…
筆
者
註
）
の
末
尾
の
空
白
に
│
│
そ
れ
は
同
時
に
伝
記
篇
の
冒
頭
に
も
な
り
う
る
場
所
で

あ
る
│
│
追
記
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
推
定
し
て
い
る
。『
西
方
指
南
抄
』
は
親
鸞
に
よ
る
編
集
で
あ
る
と
い
う
親
鸞
編

集
説
に
立
つ
霊
山
は
、
こ
の
書
の
成
立
を
解
明
す
る
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
公
胤
夢
告
に
着
目
し
、
上
記
の
よ
う
に
解
説
を
行
っ
て
い

る
。
一
方
で
近
年
、
親
鸞
転
写
説
に
立
つ
中
野
は
、
霊
山
の
見
解
は
誤
認
で
あ
る
と
し
、
公
胤
夢
告
は
親
鸞
に
よ
る
追
記
で
あ
る
と
す
る

霊
山
説
を
否
定
し
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
『
私
日
記
』
と
同
内
容
の
資
料
が
こ
こ
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
、
そ
こ
に
思
想
的
な
意
義
を
見
出
す
必
要
性

が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
中
野
の
次
の
見
解
が
参
考
に
な
ろ
う
。

（
上
略
…
…
筆
者
）「
法
然
聖
人
御
説
法
事
」
は
編
者
が
最
重
要
遺
文
と
し
て
公
表
し
よ
う
と
し
た
教
義
体
系
を
成
す
根
本
で
は
な
か

っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
そ
の
掲
載
直
後
に
「
公
胤
夢
告
」
の
文
を
所
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
前
段
の
最
重
要
遺
文
の
威
厳
を
高
揚
し
、

ま
た
そ
の
裏
付
け
と
し
て
法
然
自
筆
の
体
験
記
や
臨
終
の
記
録
等
を
添
え
て
信
憑
性
を
主
張
し
よ
う
と
編
集
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

　
中
野
は
『
西
方
指
南
抄
』
の
中
で
も
「
法
然
聖
人
御
説
法
事
」
は
、
法
然
の
主
著
『
選
択
集
』
の
思
想
形
成
の
上
で
、
そ
の
基
礎
と
な

っ
た
「
最
重
要
遺
文
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、
そ
れ
の
威
厳
を
高
揚
す
る
た
め
に
公
胤
夢
告
が
収
め
ら
れ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
説
法
す

る
法
然
そ
の
人
を
「
勢
至
」
の
権
化
と
押
さ
え
る
こ
と
で
、
法
の
内
容
そ
の
も
の
に
威
厳
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
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中
野
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、『
醍
醐
本
』
も
同
様
の
形
態
を
取
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
た
だ
し
、
中
野
は
親
鸞
転
写
説
に
立
つ
の
で
、

こ
の
よ
う
な
構
成
を
用
い
た
の
は
当
然
親
鸞
以
外
の
別
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
中
野
は
法
語
と
の
関
係
に
論
及
し
て
い
る
が
、
当
然
持
ち
合
わ
す
べ
き
視
点
で
あ
ろ
う
。
説
法
を
行
っ
た
法
然
そ
の
人
を

勢
至
の
化
身
と
位
置
づ
け
、
更
に
中
巻
の
伝
記
編
へ
と
展
開
し
て
い
く
上
で
、
公
胤
夢
告
は
構
成
上
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
そ
れ
が
親
鸞
に
よ
る
編
集
な
の
か
、
そ
れ
と
も
転
写
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
は
依
然
残
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
親
鸞

が
法
然
の
説
法
を
書
写
し
、
そ
の
末
尾
に
公
胤
夢
告
の
記
事
を
記
し
た
と
い
う
事
実
が
そ
こ
に
あ
る
。
親
鸞
に
は
、
こ
の
位
置
に
公
胤
夢

告
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
、
当
然
認
識
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
筆
者
は
、
そ
の
事
実
に
注
目
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
文
脈
上
重
要
な
箇
所
に
勢
至
に
関
す
る
言
説
が
置
か
れ
る
と
い
う
こ
の
よ
う
な
構
造
は
、
親
鸞
の
著
作
に
見
受
け
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
以
下
確
認
し
て
み
た
い
。

三
　
親
鸞
の
著
作
に
見
る
勢
至

（
一
）
浄
土
和
讃
の
場
合

　
『
浄
土
和
讃
』
末
尾
に
は
「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
八
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
に
「
首
楞
厳
経
に
よ
り
て
大
勢
至
菩
薩
和
讃

し
た
て
ま
つ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
和
讃
は
、
般
剌
蜜
帝
訳
『
首
楞
厳
経
』（『
大
仏
頂
如
来
密
因
修
証
了
義
諸
菩
薩
万
行

首
楞
厳
経
』）
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
更
に
は
そ
の
末
尾
に
次
の
よ
う
に
『
首
楞
厳
経
』
の
一
部
も
書
写
さ
れ
て
い
る
。

　
　
經
言

　
　
　
我
本
因
地ニ

シ
テ　

　
以テ
㆓

念
佛ノ

心ヲ
㆒

　
　
　
入レ

リ㆓

无
生
忍ニ
㆒

　
今
於テ
㆓

此
界ニ
㆒

（

）
15

（

）
16

（

）
17



24

　
　
　
攝シ

テ㆓

念
佛ノ

人ヲ
㆒

　
歸セ

シ
ム
ル
ナ
リ

㆔
　
　
　
　

於
㆓

淨
土
㆒ 

（
高
田
専
修
寺
蔵
『
浄
土
和
讃
』・『
定
親
全
』
二
（
和
讃
篇
）・
七
二
頁
）

　
こ
れ
は
勢
至
菩
薩
が
そ
の
因
位
に
お
い
て
阿
弥
陀
仏
か
ら
念
仏
を
受
け
継
ぎ
無
生
法
忍
を
得
た
こ
と
、
そ
し
て
今
、
こ
の
娑
婆
世
界
に

お
い
て
念
仏
者
を
摂
め
取
り
、
浄
土
に
帰
せ
し
む
べ
く
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
経
文
で
あ
る
。
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
「
大
勢
至
菩
薩

和
讃
」
八
首
の
最
後
二
首
が
こ
の
経
文
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
親
鸞
は
『
首
楞
厳
経
』
の
中
で
も
、
特
に
こ
の
教
説
を
重
視
し
、

『
浄
土
和
讃
』
末
尾
に
置
い
て
、
こ
の
和
讃
を
閉
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
意
図
は
次
の
注
記
に
よ
っ
て
明
確
に
知
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。

　
　
七
　
わ
れ
も
と
因
地
に
あ
り
し
と
き
　
念
佛
の
心
を
も
ち
て
こ
そ

　
　
　
　
　
无
生
忍
に
は
い
り
し
か
ば
　
い
ま
こ
の
娑
婆
界
に
し
て

　
　
八
　
念
佛
の
ひ
と
を
攝
し
て
こ
そ
　
淨
土
に
歸
せ
し
む
る
な
り

　
　
　
　
　
大
勢
至
菩
薩
の
　
大
恩
ふ
か
く
報
ず
べ
し

　
　
　
　
　
　
以
上
大
勢
至
菩
薩

　
　
　
　
　
　
源
空
聖
人
之
御
本
地
也 

（
高
田
専
修
寺
蔵
『
浄
土
和
讃
』・『
定
親
全
』
二
（
和
讃
篇
）・
七
一
│
二
頁
）

　
先
の
『
首
楞
厳
経
』
の
教
説
に
基
づ
い
て
和
讃
を
作
成
し
「
大
勢
至
菩
薩
の
大
恩
ふ
か
く
報
ず
べ
し
」
と
自
ら
の
思
い
を
詩
に
し
て
、

「
以
上
大
勢
至
菩
薩
　
源
空
聖
人
之
御
本
地
也
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
法
然
を
讃
え
る
た
め
に
以
上
の
八
首
の
和
讃
が
作
成
さ

れ
、
こ
こ
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
注
意
し
た
い
の
は
、
す
で
に
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
和
讃
八
首
は
当
初
作
成
さ
れ
た
『
浄
土
和

讃
』
に
は
な
く
、
追
記
さ
れ
た
和
讃
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
浄
土
和
讃
』
は
『
高
僧
和
讃
』
と
と
も
に
親
鸞
が
七
十
六
歳
の
時

に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
奥
書
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
現
存
す
る
高
田
専
修
寺
蔵
国
宝
本
『
浄
土
和
讃
』
は
そ
の
大

部
分
が
真
仏
の
書
写
に
よ
る
こ
と
が
今
日
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、『
浄
土
和
讃
』
に
は
奥
書
が
な
い
が
、『
高
僧
和
讃
』
に
は

（

）
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）
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次
の
よ
う
に
置
か
れ
て
い
る
。

　
　
已
上
高
僧
和
讚
一
百
十
七
首

　
　
彌
陀
和
讚
高
僧
和
讚
都
合
二
百
二
十
五
首

　
　
寶
治
第
二
戊
申
歳
初
月
下
旬
第
一
日
　
釋
親
鸞
〔
七
十
六
歳
〕
書
之
畢

 

（
高
田
専
修
寺
蔵
『
浄
土
高
僧
和
讃
』
奥
書
『
定
親
全
』
二
（
和
讃
篇
）・
一
三
七
、
一
三
九
頁
）

　
「
已
上
高
僧
和
讃
一
百
十
七
首
」
と
あ
る
よ
う
に
、『
高
僧
和
讃
』
は
一
一
七
首
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
後
、『
浄
土
和
讃
』
と
合
わ
せ

て
の
奥
書
を
記
し
て
い
る
。
ま
ず
『
浄
土
和
讃
』
の
こ
と
を
「
弥
陀
和
讃
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
そ
し
て
、「
弥
陀
和

讃
」（『
浄
土
和
讃
』）
と
『
高
僧
和
讃
』
と
で
合
わ
せ
て
二
二
五
首
に
な
る
と
、
そ
の
総
数
を
記
入
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
両
者
を
合

わ
せ
る
と
実
際
は
二
二
五
首
で
は
な
く
て
、
二
三
三
首
で
あ
る
。
そ
の
八
首
の
差
異
は
「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
八
首
を
指
し
て
い
る
。

「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
の
直
前
に
あ
る
「
現
世
利
益
和
讃
」
に
続
け
て
「
以
上
弥
陀
一
百
八
首
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で

あ
る
よ
う
に
、
こ
の
八
首
が
総
数
に
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
奥
書
が
書
か
れ
た
時
点
に
は
、
ま
だ

「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
は
な
か
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
八
首
は
後
か
ら
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
書
の
大

部
分
は
真
仏
の
筆
と
現
在
見
ら
れ
て
い
る
の
で
、
現
行
の
真
蹟
本
は
七
十
六
歳
時
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
降
に
成
立
し
た
本
で
あ
る
。

い
つ
の
頃
か
明
確
に
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
真
仏
が
そ
れ
を
書
写
し
、
巻
頭
の
『
称
讃
浄
土
経
』
文
、
巻
末
の
『
首
楞
厳
経
』
文
、

外
題
、
振
り
仮
名
、
左
訓
の
一
部
、
朱
筆
な
ど
を
親
鸞
が
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
時
に
は
八
首
が
加
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、
奥

書
を
そ
の
ま
ま
記
し
た
た
め
、
ず
れ
が
生
じ
た
の
だ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
八
首
は
、
追
記
さ
れ
た
和
讃
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
法
然
の
本
地
で
あ
る
勢
至
を
讃
え
る

和
讃
を
そ
こ
に
加
え
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
で
は
、
な
ぜ
親
鸞
は
こ
の
位
置
に
「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
を
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
位
置
に
置
か
れ
る
必
然
性
を
ど
の
よ
う
に

（

）
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（

）
21

（

）
22
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攝シ

テ㆓

念
佛ノ

人ヲ
㆒

　
歸セ

シ
ム
ル
ナ
リ

㆔
　
　
　
　

於
㆓

淨
土
㆒ 

（
高
田
専
修
寺
蔵
『
浄
土
和
讃
』・『
定
親
全
』
二
（
和
讃
篇
）・
七
二
頁
）

　
こ
れ
は
勢
至
菩
薩
が
そ
の
因
位
に
お
い
て
阿
弥
陀
仏
か
ら
念
仏
を
受
け
継
ぎ
無
生
法
忍
を
得
た
こ
と
、
そ
し
て
今
、
こ
の
娑
婆
世
界
に

お
い
て
念
仏
者
を
摂
め
取
り
、
浄
土
に
帰
せ
し
む
べ
く
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
経
文
で
あ
る
。
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
「
大
勢
至
菩
薩

和
讃
」
八
首
の
最
後
二
首
が
こ
の
経
文
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
親
鸞
は
『
首
楞
厳
経
』
の
中
で
も
、
特
に
こ
の
教
説
を
重
視
し
、

『
浄
土
和
讃
』
末
尾
に
置
い
て
、
こ
の
和
讃
を
閉
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
意
図
は
次
の
注
記
に
よ
っ
て
明
確
に
知
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。

　
　
七
　
わ
れ
も
と
因
地
に
あ
り
し
と
き
　
念
佛
の
心
を
も
ち
て
こ
そ

　
　
　
　
　
无
生
忍
に
は
い
り
し
か
ば
　
い
ま
こ
の
娑
婆
界
に
し
て

　
　
八
　
念
佛
の
ひ
と
を
攝
し
て
こ
そ
　
淨
土
に
歸
せ
し
む
る
な
り

　
　
　
　
　
大
勢
至
菩
薩
の
　
大
恩
ふ
か
く
報
ず
べ
し

　
　
　
　
　
　
以
上
大
勢
至
菩
薩

　
　
　
　
　
　
源
空
聖
人
之
御
本
地
也 

（
高
田
専
修
寺
蔵
『
浄
土
和
讃
』・『
定
親
全
』
二
（
和
讃
篇
）・
七
一
│
二
頁
）

　
先
の
『
首
楞
厳
経
』
の
教
説
に
基
づ
い
て
和
讃
を
作
成
し
「
大
勢
至
菩
薩
の
大
恩
ふ
か
く
報
ず
べ
し
」
と
自
ら
の
思
い
を
詩
に
し
て
、

「
以
上
大
勢
至
菩
薩
　
源
空
聖
人
之
御
本
地
也
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
法
然
を
讃
え
る
た
め
に
以
上
の
八
首
の
和
讃
が
作
成
さ

れ
、
こ
こ
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
注
意
し
た
い
の
は
、
す
で
に
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
和
讃
八
首
は
当
初
作
成
さ
れ
た
『
浄
土
和

讃
』
に
は
な
く
、
追
記
さ
れ
た
和
讃
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
浄
土
和
讃
』
は
『
高
僧
和
讃
』
と
と
も
に
親
鸞
が
七
十
六
歳
の
時

に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
奥
書
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
現
存
す
る
高
田
専
修
寺
蔵
国
宝
本
『
浄
土
和
讃
』
は
そ
の
大

部
分
が
真
仏
の
書
写
に
よ
る
こ
と
が
今
日
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、『
浄
土
和
讃
』
に
は
奥
書
が
な
い
が
、『
高
僧
和
讃
』
に
は

（

）
18

（

）
19
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次
の
よ
う
に
置
か
れ
て
い
る
。

　
　
已
上
高
僧
和
讚
一
百
十
七
首

　
　
彌
陀
和
讚
高
僧
和
讚
都
合
二
百
二
十
五
首

　
　
寶
治
第
二
戊
申
歳
初
月
下
旬
第
一
日
　
釋
親
鸞
〔
七
十
六
歳
〕
書
之
畢

 

（
高
田
専
修
寺
蔵
『
浄
土
高
僧
和
讃
』
奥
書
『
定
親
全
』
二
（
和
讃
篇
）・
一
三
七
、
一
三
九
頁
）

　
「
已
上
高
僧
和
讃
一
百
十
七
首
」
と
あ
る
よ
う
に
、『
高
僧
和
讃
』
は
一
一
七
首
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
後
、『
浄
土
和
讃
』
と
合
わ
せ

て
の
奥
書
を
記
し
て
い
る
。
ま
ず
『
浄
土
和
讃
』
の
こ
と
を
「
弥
陀
和
讃
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
そ
し
て
、「
弥
陀
和

讃
」（『
浄
土
和
讃
』）
と
『
高
僧
和
讃
』
と
で
合
わ
せ
て
二
二
五
首
に
な
る
と
、
そ
の
総
数
を
記
入
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
両
者
を
合

わ
せ
る
と
実
際
は
二
二
五
首
で
は
な
く
て
、
二
三
三
首
で
あ
る
。
そ
の
八
首
の
差
異
は
「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
八
首
を
指
し
て
い
る
。

「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
の
直
前
に
あ
る
「
現
世
利
益
和
讃
」
に
続
け
て
「
以
上
弥
陀
一
百
八
首
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で

あ
る
よ
う
に
、
こ
の
八
首
が
総
数
に
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
奥
書
が
書
か
れ
た
時
点
に
は
、
ま
だ

「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
は
な
か
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
八
首
は
後
か
ら
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
書
の
大

部
分
は
真
仏
の
筆
と
現
在
見
ら
れ
て
い
る
の
で
、
現
行
の
真
蹟
本
は
七
十
六
歳
時
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
降
に
成
立
し
た
本
で
あ
る
。

い
つ
の
頃
か
明
確
に
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
真
仏
が
そ
れ
を
書
写
し
、
巻
頭
の
『
称
讃
浄
土
経
』
文
、
巻
末
の
『
首
楞
厳
経
』
文
、

外
題
、
振
り
仮
名
、
左
訓
の
一
部
、
朱
筆
な
ど
を
親
鸞
が
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
時
に
は
八
首
が
加
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、
奥

書
を
そ
の
ま
ま
記
し
た
た
め
、
ず
れ
が
生
じ
た
の
だ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
八
首
は
、
追
記
さ
れ
た
和
讃
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
法
然
の
本
地
で
あ
る
勢
至
を
讃
え
る

和
讃
を
そ
こ
に
加
え
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
で
は
、
な
ぜ
親
鸞
は
こ
の
位
置
に
「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
を
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
位
置
に
置
か
れ
る
必
然
性
を
ど
の
よ
う
に

（
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理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
浄
土
和
讃
』
を
「
弥
陀
和
讃
」
と
呼
称
す
る
と
こ
ろ
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
親
鸞
は
阿
弥
陀
仏
の
功
徳
を
讃
え
て
『
浄
土
和
讃
』

を
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
阿
弥
陀
の
働
き
が
、
い
か
に
現
実
化
す
る
の
か
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
構
想
さ
れ
「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
が
追

記
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
阿
弥
陀
仏
の
働
き
を
担
う
の
が
勢
至
菩
薩
で
あ
り
、
現
実
に
そ
の

化
身
と
し
て
こ
の
世
界
に
顕
現
し
た
の
が
法
然
上
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
示
す
た
め
に
追
記
し
た
の
で
あ
る
。
先
に
引
用
し

た
『
私
日
記
』
の
中
に
は
「
弥
陀
、
勢
至
を
動
し
て
済
度
の
使
い
と
為
し
た
ま
え
り
」
と
記
さ
れ
て
い
た
が
、
ま
さ
に
こ
の
記
述
に
呼
応

す
る
か
の
よ
う
に
、『
浄
土
和
讃
』
に
「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
を
追
記
し
て
、
法
然
に
そ
の
具
体
的
な
姿
を
見
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
親
鸞
が
自
ら
出
遇
い
得
た
善
知
識
は
法
然
上
人
、
そ
の
人
で
あ
る
。
そ
の
法
然
と
の
出
遇
い
と
い
う
原
点
に
立
っ
て
、
法
然
を
阿
弥
陀

仏
の
顕
現
、
勢
至
の
化
身
と
し
て
仰
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
然
そ
の
人
を
讃
仰
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
は
、
そ
の
後
、
和
讃
は
『
高

僧
和
讃
』
へ
と
展
開
し
て
い
く
。
こ
れ
は
、
法
然
と
の
出
遇
い
に
立
っ
て
、
そ
の
出
遇
い
の
背
景
に
あ
る
歴
史
的
な
事
実
、
即
ち
本
願
念

仏
の
伝
統
を
明
ら
か
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
の
現
れ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
は
『
浄
土
和
讃
』
か
ら
『
高
僧
和
讃
』
へ
と
展
開
し
て
い
く
上
で
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
。
阿
弥
陀
の
法
の
世
界
と
現
実
の
娑
婆
世
界
、
換
言
す
れ
ば
歴
史
を
超
え
た
法
の
世
界
と
、
歴
史
的
現
実
世
界
、

そ
の
両
者
の
接
点
に
「
権
化
と
し
て
の
法
然
」
を
位
置
づ
け
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
構
造
は
『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
お
い
て
も
同
様
に
確
か
め
ら
れ
る
。

（
二
）
尊
号
真
像
銘
文
の
場
合

　
『
尊
号
真
像
銘
文
』（
広
本
）
は
、『
大
無
量
寿
経
』（
以
下
、『
大
経
』
と
記
す
）
上
巻
に
位
置
す
る
「
第
十
八
願
文
」
の
解
説
か
ら
始
ま

り
、
そ
の
次
に
下
巻
の
「
其
仏
本
願
力
」
の
四
句
の
偈
文
と
「
必
得
超
絶
去
」
に
始
ま
る
八
句
の
経
文
が
引
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
解
説
が

27

さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
親
鸞
思
想
の
基
底
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
重
要
な
経
文
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
『
首
楞
厳
経
』
に
よ
る
大
勢

至
菩
薩
御
銘
文
が
引
か
れ
、
親
鸞
の
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　
大
勢
至
菩
薩
御
銘
文

『
首
楞
嚴
經
』
言
。
勢
至
獲
念
佛
圓
通
、
大
勢
至
法
王
子
、
與
其
同
倫
五
十
二
菩
薩
、
即
從
座
起
頂
禮
佛
足
而
白
佛
言
、
我
憶
往
昔

恒
河
沙
劫
、
有
佛
出
世
名
旡
量
光
、
十
二
如
來
相
繼
一
劫
、
其
最
後
佛
名
超
日
月
光
、
彼
佛
教
我
念
佛
三
昧
〔
乃
至
〕
若
衆
生
心
憶

佛
念
佛
、
現
前
當
來
必
定
見
佛
、
去
佛
不
遠
不
假
方
便
自
得
心
開
、
如
染
香
人
身
有
香
氣
、
此
則
名
曰
香
光
荘
嚴
、
我
本
因
地
、
以

念
佛
心
入
旡
生
忍
、
今
於
此
界
、
攝
念
佛
人
歸
於
淨
土
。〔
已
上
略
出
〕

 

（『
尊
号
真
像
銘
文
』（
広
本
）『
定
親
全
』
三
（
和
文
篇
）・
八
〇
│
一
頁
）

　
親
鸞
八
十
六
歳
時
に
制
作
さ
れ
た
広
本
は
、
周
知
の
如
く
八
十
三
歳
時
の
略
本
か
ら
新
た
に
五
つ
の
銘
文
と
そ
の
解
説
が
加
わ
り
増
広

さ
れ
、
次
第
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
『
首
楞
厳
経
』
に
基
づ
く
大
勢
至
菩
薩
御
銘
文
で
あ
る
。
内
容
は
、
勢
至
菩
薩
が
十
二

如
来
か
ら
念
仏
を
継
承
し
無
生
法
忍
を
得
た
こ
と
、
念
仏
者
は
「
現
前
当
来
」
に
見
仏
す
る
こ
と
、
ま
た
念
仏
者
は
勢
至
と
同
じ
く
香
ば

し
き
人
に
喩
え
ら
れ
て
、
香
光
荘
厳
を
身
に
具
え
る
こ
と
、
そ
し
て
、
勢
至
は
そ
の
因
位
に
お
い
て
念
仏
の
心
に
よ
っ
て
無
生
法
忍
を
得
、

今
こ
の
娑
婆
世
界
に
お
い
て
念
仏
者
を
摂
取
す
る
働
き
を
担
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
論
及
し
た
通
り
『
浄
土
和
讃
』
の
「
大
勢

至
菩
薩
和
讃
」
八
首
に
、
こ
の
経
文
の
こ
こ
ろ
が
詠
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
、
こ
の
文
に
対
す
る
親
鸞
の
関
心
の
高
さ
が
窺
わ
れ
る
で
あ

ろ
う
。

　
で
は
、
な
ぜ
こ
の
位
置
に
こ
の
銘
文
が
組
み
込
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
今
一
度
、
広
本
の
構
造
を
確
認
す
れ
ば
、
ま
ず
『
大
経
』
の
三
つ
の
銘
文
が
引
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
生
因
願
で
あ
る
十
八
願
文
と
、

そ
の
利
益
を
端
的
に
表
現
し
た
四
句
の
偈
文
お
よ
び
八
句
の
経
文
で
あ
る
。
こ
の
三
文
は
浄
土
真
宗
の
指
標
と
も
言
う
べ
き
経
文
で
あ
り
、

ま
ず
こ
の
三
つ
の
銘
文
に
よ
っ
て
、
阿
弥
陀
の
法
に
よ
る
往
生
浄
土
の
仏
道
の
内
容
を
示
そ
う
と
す
る
親
鸞
の
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ

（
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理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
浄
土
和
讃
』
を
「
弥
陀
和
讃
」
と
呼
称
す
る
と
こ
ろ
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
親
鸞
は
阿
弥
陀
仏
の
功
徳
を
讃
え
て
『
浄
土
和
讃
』

を
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
阿
弥
陀
の
働
き
が
、
い
か
に
現
実
化
す
る
の
か
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
構
想
さ
れ
「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
が
追

記
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
阿
弥
陀
仏
の
働
き
を
担
う
の
が
勢
至
菩
薩
で
あ
り
、
現
実
に
そ
の

化
身
と
し
て
こ
の
世
界
に
顕
現
し
た
の
が
法
然
上
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
示
す
た
め
に
追
記
し
た
の
で
あ
る
。
先
に
引
用
し

た
『
私
日
記
』
の
中
に
は
「
弥
陀
、
勢
至
を
動
し
て
済
度
の
使
い
と
為
し
た
ま
え
り
」
と
記
さ
れ
て
い
た
が
、
ま
さ
に
こ
の
記
述
に
呼
応

す
る
か
の
よ
う
に
、『
浄
土
和
讃
』
に
「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
を
追
記
し
て
、
法
然
に
そ
の
具
体
的
な
姿
を
見
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
親
鸞
が
自
ら
出
遇
い
得
た
善
知
識
は
法
然
上
人
、
そ
の
人
で
あ
る
。
そ
の
法
然
と
の
出
遇
い
と
い
う
原
点
に
立
っ
て
、
法
然
を
阿
弥
陀

仏
の
顕
現
、
勢
至
の
化
身
と
し
て
仰
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
然
そ
の
人
を
讃
仰
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
は
、
そ
の
後
、
和
讃
は
『
高

僧
和
讃
』
へ
と
展
開
し
て
い
く
。
こ
れ
は
、
法
然
と
の
出
遇
い
に
立
っ
て
、
そ
の
出
遇
い
の
背
景
に
あ
る
歴
史
的
な
事
実
、
即
ち
本
願
念

仏
の
伝
統
を
明
ら
か
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
の
現
れ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
は
『
浄
土
和
讃
』
か
ら
『
高
僧
和
讃
』
へ
と
展
開
し
て
い
く
上
で
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
。
阿
弥
陀
の
法
の
世
界
と
現
実
の
娑
婆
世
界
、
換
言
す
れ
ば
歴
史
を
超
え
た
法
の
世
界
と
、
歴
史
的
現
実
世
界
、

そ
の
両
者
の
接
点
に
「
権
化
と
し
て
の
法
然
」
を
位
置
づ
け
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
構
造
は
『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
お
い
て
も
同
様
に
確
か
め
ら
れ
る
。

（
二
）
尊
号
真
像
銘
文
の
場
合

　
『
尊
号
真
像
銘
文
』（
広
本
）
は
、『
大
無
量
寿
経
』（
以
下
、『
大
経
』
と
記
す
）
上
巻
に
位
置
す
る
「
第
十
八
願
文
」
の
解
説
か
ら
始
ま

り
、
そ
の
次
に
下
巻
の
「
其
仏
本
願
力
」
の
四
句
の
偈
文
と
「
必
得
超
絶
去
」
に
始
ま
る
八
句
の
経
文
が
引
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
解
説
が
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さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
親
鸞
思
想
の
基
底
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
重
要
な
経
文
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
『
首
楞
厳
経
』
に
よ
る
大
勢

至
菩
薩
御
銘
文
が
引
か
れ
、
親
鸞
の
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　
大
勢
至
菩
薩
御
銘
文

『
首
楞
嚴
經
』
言
。
勢
至
獲
念
佛
圓
通
、
大
勢
至
法
王
子
、
與
其
同
倫
五
十
二
菩
薩
、
即
從
座
起
頂
禮
佛
足
而
白
佛
言
、
我
憶
往
昔

恒
河
沙
劫
、
有
佛
出
世
名
旡
量
光
、
十
二
如
來
相
繼
一
劫
、
其
最
後
佛
名
超
日
月
光
、
彼
佛
教
我
念
佛
三
昧
〔
乃
至
〕
若
衆
生
心
憶

佛
念
佛
、
現
前
當
來
必
定
見
佛
、
去
佛
不
遠
不
假
方
便
自
得
心
開
、
如
染
香
人
身
有
香
氣
、
此
則
名
曰
香
光
荘
嚴
、
我
本
因
地
、
以

念
佛
心
入
旡
生
忍
、
今
於
此
界
、
攝
念
佛
人
歸
於
淨
土
。〔
已
上
略
出
〕

 

（『
尊
号
真
像
銘
文
』（
広
本
）『
定
親
全
』
三
（
和
文
篇
）・
八
〇
│
一
頁
）

　
親
鸞
八
十
六
歳
時
に
制
作
さ
れ
た
広
本
は
、
周
知
の
如
く
八
十
三
歳
時
の
略
本
か
ら
新
た
に
五
つ
の
銘
文
と
そ
の
解
説
が
加
わ
り
増
広

さ
れ
、
次
第
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
『
首
楞
厳
経
』
に
基
づ
く
大
勢
至
菩
薩
御
銘
文
で
あ
る
。
内
容
は
、
勢
至
菩
薩
が
十
二

如
来
か
ら
念
仏
を
継
承
し
無
生
法
忍
を
得
た
こ
と
、
念
仏
者
は
「
現
前
当
来
」
に
見
仏
す
る
こ
と
、
ま
た
念
仏
者
は
勢
至
と
同
じ
く
香
ば

し
き
人
に
喩
え
ら
れ
て
、
香
光
荘
厳
を
身
に
具
え
る
こ
と
、
そ
し
て
、
勢
至
は
そ
の
因
位
に
お
い
て
念
仏
の
心
に
よ
っ
て
無
生
法
忍
を
得
、

今
こ
の
娑
婆
世
界
に
お
い
て
念
仏
者
を
摂
取
す
る
働
き
を
担
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
論
及
し
た
通
り
『
浄
土
和
讃
』
の
「
大
勢

至
菩
薩
和
讃
」
八
首
に
、
こ
の
経
文
の
こ
こ
ろ
が
詠
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
、
こ
の
文
に
対
す
る
親
鸞
の
関
心
の
高
さ
が
窺
わ
れ
る
で
あ

ろ
う
。

　
で
は
、
な
ぜ
こ
の
位
置
に
こ
の
銘
文
が
組
み
込
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
今
一
度
、
広
本
の
構
造
を
確
認
す
れ
ば
、
ま
ず
『
大
経
』
の
三
つ
の
銘
文
が
引
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
生
因
願
で
あ
る
十
八
願
文
と
、

そ
の
利
益
を
端
的
に
表
現
し
た
四
句
の
偈
文
お
よ
び
八
句
の
経
文
で
あ
る
。
こ
の
三
文
は
浄
土
真
宗
の
指
標
と
も
言
う
べ
き
経
文
で
あ
り
、

ま
ず
こ
の
三
つ
の
銘
文
に
よ
っ
て
、
阿
弥
陀
の
法
に
よ
る
往
生
浄
土
の
仏
道
の
内
容
を
示
そ
う
と
す
る
親
鸞
の
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
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し
て
、
こ
れ
に
続
け
て
大
勢
至
菩
薩
御
銘
文
が
置
か
れ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
阿
弥
陀
の
法
を
継
承
し
、
こ
の
現
実
世
界
に
お
い
て

具
体
的
に
伝
え
る
役
割
を
担
う
の
が
勢
至
菩
薩
で
あ
る
と
い
う
文
脈
が
生
ま
れ
て
い
る
。
親
鸞
の
解
説
に
は
法
然
そ
の
人
の
名
は
見
え
な

い
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
法
然
の
仕
事
を
讃
え
て
、
そ
の
本
地
で
あ
る
勢
至
菩
薩
の
文
を
引
く
の
で
あ
る
。

　
更
に
は
、
こ
の
後
、
龍
樹
菩
薩
御
銘
文
が
新
た
に
加
え
ら
れ
て
、
そ
の
念
仏
が
七
祖
に
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
表
す
構
成
に
な
っ
て

い
る
。
広
本
は
略
本
と
形
式
が
大
き
く
異
な
り
、
特
に
念
仏
の
伝
統
を
歴
史
の
上
に
跡
づ
け
て
い
く
意
識
か
ら
構
想
さ
れ
て
い
る
と
見
ら

れ
る
。
印
度
・
中
国
・
日
本
の
国
名
を
銘
に
あ
え
て
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
そ
の
意
識
が
よ
く
窺
え
る
よ
う
に
、
三
国
に
亘
り
念
仏
の
法
が
伝

え
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
表
す
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
通
す
と
、
親
鸞
は
大
勢
至
菩
薩
御
銘
文
を
こ
の
位
置
に
置
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
歴
史
を
超
え
た
法
の
世
界
に
お
け
る
念
仏
の
継
承
と
、
歴
史
的
現
実
世
界
に
お
け
る
念
仏
の
継
承
と
を
押
さ
え
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
法
然
を
通
し
て
自
ら
出
遇
い
得
た
念
仏
の
法
が
「
智
慧
の
念
仏
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
「
智
慧
の
念
仏
」
が
七
祖
に
代
表
さ
れ
る
祖
師
達
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

（
三
）
正
像
末
和
讃
の
場
合

　
『
正
像
末
法
和
讃
』（
草
稿
本
）
で
は
、
二
十
五
首
目
と
二
十
六
首
目
に
二
首
、
勢
至
に
関
す
る
和
讃
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
无
碍
光
佛
の
の
た
ま
は
く
　
未
來
の
有
情
利
せ
む
と
て

　
　
　
大
勢
至
菩
薩
に
　
智
慧
の
念
佛
さ
づ
け
し
む

　
　
濁
世
の
有
情
を
あ
わ
れ
み
て
　
勢
至
念
仏
す
ゝ
め
し
む

　
　
　
信
心
の
ひ
と
を
攝
取
し
て
　
浄
土
に
歸
入
せ
し
め
け
り

 

（
高
田
専
修
寺
蔵
『
正
像
末
法
和
讃
』
草
稿
本
『
定
親
全
』
二
（
和
讃
篇
）・
一
四
九
頁
）

（

）
25

29

　
『
正
像
末
法
和
讃
』（
草
稿
本
）
に
は
、
三
十
五
首
目
の
恩
徳
讃
の
後
、
親
鸞
が
八
十
五
歳
時
に
感
得
し
た
夢
告
和
讃
が
収
録
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
康
元
二
歳
の
夢
告
と
親
鸞
八
十
四
歳
時
の
善
鸞
義
絶
と
の
関
係
性
は
従
来
よ
り
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
善

鸞
義
絶
以
降
に
な
さ
れ
た
『
西
方
指
南
抄
』
の
執
筆
と
い
う
事
業
を
も
視
野
に
入
れ
て
草
稿
本
の
内
容
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
、

す
で
に
拙
稿
（『
親
鸞
教
学
』
九
十
六
号
所
収
）
に
て
論
じ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
草
稿
本
が
法
然
に
対
す
る
深
い
憶
い
を
背
景
に
し
て
成
立

し
て
い
る
と
見
る
と
き
、
当
然
、
こ
の
勢
至
和
讃
二
首
の
制
作
に
、
法
然
そ
の
人
を
憶
う
親
鸞
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
来
る
で
あ
ろ
う
。

注
意
し
た
い
の
は
、
こ
の
二
首
は
『
首
楞
厳
経
』
に
基
づ
い
て
制
作
さ
れ
て
は
い
る
が
、『
浄
土
和
讃
』
末
尾
の
「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」

八
首
と
は
異
な
る
、
新
た
な
和
讃
で
あ
る
点
で
あ
る
。
そ
の
相
違
点
を
挙
げ
れ
ば
、
ま
ず
主
語
が
阿
弥
陀
仏
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
、
念

仏
が
「
智
慧
の
念
仏
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。『
首
楞
厳
経
』
で
は
、
勢
至
菩
薩
自
身
が
自
ら
の
円
通
を
語
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
も
同
様
に
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
衆
生
利
益
の
た
め
に
勢
至
に
「
智
慧
の
念
仏
」
を
授
け
た
と
、

阿
弥
陀
仏
が
語
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
表
現
す
る
こ
と
で
、
阿
弥
陀
か
ら
勢
至
へ
の
「
智
慧
の
念
仏
」
の
継
承
が
端
的
か

つ
直
接
的
に
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
更
に
注
意
し
た
い
の
が
、
そ
の
「
智
慧
の
念
仏
」
の
す
す
め
に
よ
っ
て
、「
信
心
の
ひ
と
」
を
浄
土
に
帰
せ
し
め
る
活
動
を
勢
至
が
担

っ
て
い
る
の
だ
と
詠
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
首
楞
厳
経
』
の
「
摂
念
仏
人
　
帰
於
浄
土
」
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
が
、
す
で
に
「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
で
は
、
こ
の
経
文
を
基
に
「
念
仏
の
ひ
と
を
摂
取
し
て
　
浄
土
に
帰
せ
し
む
る
な
り
」
と

詠
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
の
八
首
は
、
ほ
ぼ
『
首
楞
厳
経
』
の
経
文
通
り
に
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

『
正
像
末
法
和
讃
』（
草
稿
本
）
に
お
け
る
二
首
は
経
文
の
要
約
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
お
い
て
、「
念
仏
の
ひ
と
」
を
「
信

心
の
ひ
と
」
と
表
現
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
、「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
か
ら
の
展
開
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
も
そ
も
草
稿
本
は
そ
の
冒
頭
、
第
一
首
目
か
ら
、
本
願
の
信
と
そ
の
証
果
を
述
べ
る
和
讃
が
続
け
て
詠
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
草
稿

本
の
特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
本
願
の
信
を
讃
え
る
和
讃
を
親
鸞
に
詠
わ
せ
た
背
景
に
、『
西
方
指
南
抄
』
の
執
筆
を
見
る
べ
き

（

）
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し
て
、
こ
れ
に
続
け
て
大
勢
至
菩
薩
御
銘
文
が
置
か
れ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
阿
弥
陀
の
法
を
継
承
し
、
こ
の
現
実
世
界
に
お
い
て

具
体
的
に
伝
え
る
役
割
を
担
う
の
が
勢
至
菩
薩
で
あ
る
と
い
う
文
脈
が
生
ま
れ
て
い
る
。
親
鸞
の
解
説
に
は
法
然
そ
の
人
の
名
は
見
え
な

い
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
法
然
の
仕
事
を
讃
え
て
、
そ
の
本
地
で
あ
る
勢
至
菩
薩
の
文
を
引
く
の
で
あ
る
。

　
更
に
は
、
こ
の
後
、
龍
樹
菩
薩
御
銘
文
が
新
た
に
加
え
ら
れ
て
、
そ
の
念
仏
が
七
祖
に
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
表
す
構
成
に
な
っ
て

い
る
。
広
本
は
略
本
と
形
式
が
大
き
く
異
な
り
、
特
に
念
仏
の
伝
統
を
歴
史
の
上
に
跡
づ
け
て
い
く
意
識
か
ら
構
想
さ
れ
て
い
る
と
見
ら

れ
る
。
印
度
・
中
国
・
日
本
の
国
名
を
銘
に
あ
え
て
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
そ
の
意
識
が
よ
く
窺
え
る
よ
う
に
、
三
国
に
亘
り
念
仏
の
法
が
伝

え
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
表
す
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
通
す
と
、
親
鸞
は
大
勢
至
菩
薩
御
銘
文
を
こ
の
位
置
に
置
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
歴
史
を
超
え
た
法
の
世
界
に
お
け
る
念
仏
の
継
承
と
、
歴
史
的
現
実
世
界
に
お
け
る
念
仏
の
継
承
と
を
押
さ
え
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
法
然
を
通
し
て
自
ら
出
遇
い
得
た
念
仏
の
法
が
「
智
慧
の
念
仏
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
「
智
慧
の
念
仏
」
が
七
祖
に
代
表
さ
れ
る
祖
師
達
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

（
三
）
正
像
末
和
讃
の
場
合

　
『
正
像
末
法
和
讃
』（
草
稿
本
）
で
は
、
二
十
五
首
目
と
二
十
六
首
目
に
二
首
、
勢
至
に
関
す
る
和
讃
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
无
碍
光
佛
の
の
た
ま
は
く
　
未
來
の
有
情
利
せ
む
と
て

　
　
　
大
勢
至
菩
薩
に
　
智
慧
の
念
佛
さ
づ
け
し
む

　
　
濁
世
の
有
情
を
あ
わ
れ
み
て
　
勢
至
念
仏
す
ゝ
め
し
む

　
　
　
信
心
の
ひ
と
を
攝
取
し
て
　
浄
土
に
歸
入
せ
し
め
け
り

 

（
高
田
専
修
寺
蔵
『
正
像
末
法
和
讃
』
草
稿
本
『
定
親
全
』
二
（
和
讃
篇
）・
一
四
九
頁
）
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『
正
像
末
法
和
讃
』（
草
稿
本
）
に
は
、
三
十
五
首
目
の
恩
徳
讃
の
後
、
親
鸞
が
八
十
五
歳
時
に
感
得
し
た
夢
告
和
讃
が
収
録
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
康
元
二
歳
の
夢
告
と
親
鸞
八
十
四
歳
時
の
善
鸞
義
絶
と
の
関
係
性
は
従
来
よ
り
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
善

鸞
義
絶
以
降
に
な
さ
れ
た
『
西
方
指
南
抄
』
の
執
筆
と
い
う
事
業
を
も
視
野
に
入
れ
て
草
稿
本
の
内
容
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
、

す
で
に
拙
稿
（『
親
鸞
教
学
』
九
十
六
号
所
収
）
に
て
論
じ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
草
稿
本
が
法
然
に
対
す
る
深
い
憶
い
を
背
景
に
し
て
成
立

し
て
い
る
と
見
る
と
き
、
当
然
、
こ
の
勢
至
和
讃
二
首
の
制
作
に
、
法
然
そ
の
人
を
憶
う
親
鸞
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
来
る
で
あ
ろ
う
。

注
意
し
た
い
の
は
、
こ
の
二
首
は
『
首
楞
厳
経
』
に
基
づ
い
て
制
作
さ
れ
て
は
い
る
が
、『
浄
土
和
讃
』
末
尾
の
「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」

八
首
と
は
異
な
る
、
新
た
な
和
讃
で
あ
る
点
で
あ
る
。
そ
の
相
違
点
を
挙
げ
れ
ば
、
ま
ず
主
語
が
阿
弥
陀
仏
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
、
念

仏
が
「
智
慧
の
念
仏
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。『
首
楞
厳
経
』
で
は
、
勢
至
菩
薩
自
身
が
自
ら
の
円
通
を
語
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
も
同
様
に
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
衆
生
利
益
の
た
め
に
勢
至
に
「
智
慧
の
念
仏
」
を
授
け
た
と
、

阿
弥
陀
仏
が
語
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
表
現
す
る
こ
と
で
、
阿
弥
陀
か
ら
勢
至
へ
の
「
智
慧
の
念
仏
」
の
継
承
が
端
的
か

つ
直
接
的
に
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
更
に
注
意
し
た
い
の
が
、
そ
の
「
智
慧
の
念
仏
」
の
す
す
め
に
よ
っ
て
、「
信
心
の
ひ
と
」
を
浄
土
に
帰
せ
し
め
る
活
動
を
勢
至
が
担

っ
て
い
る
の
だ
と
詠
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
首
楞
厳
経
』
の
「
摂
念
仏
人
　
帰
於
浄
土
」
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
が
、
す
で
に
「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
で
は
、
こ
の
経
文
を
基
に
「
念
仏
の
ひ
と
を
摂
取
し
て
　
浄
土
に
帰
せ
し
む
る
な
り
」
と

詠
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
の
八
首
は
、
ほ
ぼ
『
首
楞
厳
経
』
の
経
文
通
り
に
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

『
正
像
末
法
和
讃
』（
草
稿
本
）
に
お
け
る
二
首
は
経
文
の
要
約
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
お
い
て
、「
念
仏
の
ひ
と
」
を
「
信

心
の
ひ
と
」
と
表
現
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
、「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
か
ら
の
展
開
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
も
そ
も
草
稿
本
は
そ
の
冒
頭
、
第
一
首
目
か
ら
、
本
願
の
信
と
そ
の
証
果
を
述
べ
る
和
讃
が
続
け
て
詠
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
草
稿

本
の
特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
本
願
の
信
を
讃
え
る
和
讃
を
親
鸞
に
詠
わ
せ
た
背
景
に
、『
西
方
指
南
抄
』
の
執
筆
を
見
る
べ
き

（

）
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で
あ
ろ
う
。
善
鸞
事
件
以
降
、
親
鸞
は
『
西
方
指
南
抄
』
の
執
筆
を
通
し
て
、
師
法
然
の
教
え
と
姿
と
に
出
遇
い
直
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
善
鸞
を
義
絶
す
る
と
い
う
深
い
悲
し
み
の
中
、
改
め
て
自
ら
の
原
点
で
あ
る
本
願
と
の
出
遇
い
を
確
か
め
て
い
く
と
い
う
意
味
を

持
っ
た
出
来
事
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の
営
み
と
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
本
願
の
信
と
そ
の
利
益
を
詠
う
和
讃
が
制
作
さ
れ
、

そ
れ
が
や
が
て
康
元
二
歳
二
月
九
日
の
夢
告
の
感
得
に
結
実
し
て
い
く
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
康
元
二
歳
丁
巳
二
月
九
日
の
夜
寅
時
夢
告
に
い
は
く

　
　
　
　
彌
陀
の
本
願
信
ず
べ
し
　
本
願
信
ず
る
ひ
と
は
み
な

　
　
　
　
　
攝
取
不
捨
の
利
益
に
て
　
无
上
覺
お
ば
さ
と
る
な
り

　
　
こ
の
和
讚
を
ゆ
め
に
お
ほ
せ
を
か
ふ
り
て
う
れ
し
さ
に
か
き
つ
け
ま
い
ら
せ
た
る
な
り

　
　
正
嘉
元
年
丁
巳
壬
三
月
一
日
　
愚
禿
親
鸞
〔
八
十
五
歳
〕
書
之

 

（
高
田
専
修
寺
蔵
『
正
像
末
法
和
讃
』
草
稿
本
『
定
親
全
』
二
（
和
讃
篇
）・
一
五
一
│
二
頁
）

　
こ
れ
は
当
時
の
親
鸞
の
信
境
に
保
証
を
与
え
る
夢
の
「
お
お
せ
」
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
「
う
れ
し
さ
に
か
き
つ
け
ま
い
ら
せ
た
る

な
り
」
と
ま
で
附
記
す
る
ほ
ど
感
激
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
勢
至
和
讃
二
首
は
、
本
願
の
信
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
く
と
い
う
、
こ
の

よ
う
な
性
格
を
有
す
る
草
稿
本
に
収
録
さ
れ
る
が
故
に
、
先
の
よ
う
な
表
現
が
取
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
草
稿
本
の
十
首
目
と
十
一
首
目
に
は
、

　
　
釋
迦
彌
陀
の
慈
悲
よ
り
ぞ
　
願
作
佛
心
は
え
し
め
た
る

　
　
　
信
心
の
智
慧
に
い
り
て
こ
そ
　
佛
恩
報
ず
る
み
と
は
な
れ

　
　
智
慧
の
念
佛
う
る
こ
と
は
　
法
藏
願
力
の
な
せ
る
な
り

　
　
　
信
心
の
智
慧
な
か
り
せ
ば
　
い
か
で
か
涅
槃
を
さ
と
ら
ま
し

 

（
高
田
専
修
寺
蔵
『
正
像
末
法
和
讃
』
草
稿
本
『
定
親
全
』
二
（
和
讃
篇
）・
一
四
五
頁
）
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と
あ
る
よ
う
に
、「
智
慧
の
念
仏
」
に
加
え
て
「
信
心
の
智
慧
」
と
い
う
表
現
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
左
訓
（
十
首
目
「
信
心
の
智
慧
」）
に
は

「
み
た
の
ち
か
ひ
は
ち
ゑ
に
て
ま
し
ま
す
ゆ
へ
に
し
ん
す
る
こ
ゝ
ろ
の
い
て
く
る
は
ち
ゑ
の
お
こ
る
と
し
る
へ
し
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
信
心
を
獲
得
す
る
こ
と
は
智
慧
を
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
て
い
く
。
草
稿
本
は
こ
の
よ
う
に
「
智
慧
」

の
獲
得
を
意
識
し
て
制
作
さ
れ
た
和
讃
が
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
念
仏
の
法
と
の
出
遇
い
は
、「
如
来
の
智
慧
」
と
の
出
遇
い

で
あ
る
と
い
う
親
鸞
の
受
け
止
め
が
表
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
期
に
「
智
慧
」
を
強
調
す
る
こ
と
の
意
味
は
、
善
鸞
事
件
を
踏

ま
え
て
、
当
時
の
親
鸞
の
課
題
を
究
明
す
る
と
こ
ろ
か
ら
論
究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
よ
う
に
法
と
の
出
遇
い
が

表
現
さ
れ
て
い
く
背
景
に
、
阿
弥
陀
の
顕
現
、
勢
至
の
化
身
と
し
て
仰
ぐ
親
鸞
の
法
然
観
が
あ
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

お
わ
り
に

　
親
鸞
の
各
著
作
は
法
然
を
憶
う
中
か
ら
生
ま
れ
、
ま
た
改
訂
が
な
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
、
特
に
「
勢
至
」
の
言
説
に
注
目
す
る
と
こ
ろ

か
ら
尋
ね
て
み
た
。
法
然
を
通
し
て
の
本
願
念
仏
と
の
出
遇
い
と
い
う
一
点
に
立
っ
て
、
本
願
の
世
界
を
明
ら
か
に
す
る
べ
く
、
各
著
作

は
構
想
さ
れ
執
筆
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
、『
西
方
指
南
抄
』
の
執
筆
と
そ
こ
に
収
録
さ
れ
る
各
種
法
然
関
係
の
資
料
か

ら
の
影
響
が
あ
る
こ
と
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
今
回
、『
西
方
指
南
抄
』
に
収
録
さ
れ
る
勢
至
に
関
す
る
資
料
が
、
構
成
上
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
と
、
そ
の
点
が

親
鸞
の
著
作
の
構
造
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
こ
と
が
何
を
意
味
す
る
の
か
、『
西
方
指
南
抄
』
研
究
の
一
材
料
に
な

り
う
る
も
の
と
し
て
提
示
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

（
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で
あ
ろ
う
。
善
鸞
事
件
以
降
、
親
鸞
は
『
西
方
指
南
抄
』
の
執
筆
を
通
し
て
、
師
法
然
の
教
え
と
姿
と
に
出
遇
い
直
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
善
鸞
を
義
絶
す
る
と
い
う
深
い
悲
し
み
の
中
、
改
め
て
自
ら
の
原
点
で
あ
る
本
願
と
の
出
遇
い
を
確
か
め
て
い
く
と
い
う
意
味
を

持
っ
た
出
来
事
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の
営
み
と
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
本
願
の
信
と
そ
の
利
益
を
詠
う
和
讃
が
制
作
さ
れ
、

そ
れ
が
や
が
て
康
元
二
歳
二
月
九
日
の
夢
告
の
感
得
に
結
実
し
て
い
く
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
康
元
二
歳
丁
巳
二
月
九
日
の
夜
寅
時
夢
告
に
い
は
く

　
　
　
　
彌
陀
の
本
願
信
ず
べ
し
　
本
願
信
ず
る
ひ
と
は
み
な

　
　
　
　
　
攝
取
不
捨
の
利
益
に
て
　
无
上
覺
お
ば
さ
と
る
な
り

　
　
こ
の
和
讚
を
ゆ
め
に
お
ほ
せ
を
か
ふ
り
て
う
れ
し
さ
に
か
き
つ
け
ま
い
ら
せ
た
る
な
り

　
　
正
嘉
元
年
丁
巳
壬
三
月
一
日
　
愚
禿
親
鸞
〔
八
十
五
歳
〕
書
之

 

（
高
田
専
修
寺
蔵
『
正
像
末
法
和
讃
』
草
稿
本
『
定
親
全
』
二
（
和
讃
篇
）・
一
五
一
│
二
頁
）

　
こ
れ
は
当
時
の
親
鸞
の
信
境
に
保
証
を
与
え
る
夢
の
「
お
お
せ
」
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
「
う
れ
し
さ
に
か
き
つ
け
ま
い
ら
せ
た
る

な
り
」
と
ま
で
附
記
す
る
ほ
ど
感
激
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
勢
至
和
讃
二
首
は
、
本
願
の
信
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
く
と
い
う
、
こ
の

よ
う
な
性
格
を
有
す
る
草
稿
本
に
収
録
さ
れ
る
が
故
に
、
先
の
よ
う
な
表
現
が
取
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
草
稿
本
の
十
首
目
と
十
一
首
目
に
は
、

　
　
釋
迦
彌
陀
の
慈
悲
よ
り
ぞ
　
願
作
佛
心
は
え
し
め
た
る

　
　
　
信
心
の
智
慧
に
い
り
て
こ
そ
　
佛
恩
報
ず
る
み
と
は
な
れ

　
　
智
慧
の
念
佛
う
る
こ
と
は
　
法
藏
願
力
の
な
せ
る
な
り

　
　
　
信
心
の
智
慧
な
か
り
せ
ば
　
い
か
で
か
涅
槃
を
さ
と
ら
ま
し

 

（
高
田
専
修
寺
蔵
『
正
像
末
法
和
讃
』
草
稿
本
『
定
親
全
』
二
（
和
讃
篇
）・
一
四
五
頁
）

（

）
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と
あ
る
よ
う
に
、「
智
慧
の
念
仏
」
に
加
え
て
「
信
心
の
智
慧
」
と
い
う
表
現
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
左
訓
（
十
首
目
「
信
心
の
智
慧
」）
に
は

「
み
た
の
ち
か
ひ
は
ち
ゑ
に
て
ま
し
ま
す
ゆ
へ
に
し
ん
す
る
こ
ゝ
ろ
の
い
て
く
る
は
ち
ゑ
の
お
こ
る
と
し
る
へ
し
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
信
心
を
獲
得
す
る
こ
と
は
智
慧
を
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
て
い
く
。
草
稿
本
は
こ
の
よ
う
に
「
智
慧
」

の
獲
得
を
意
識
し
て
制
作
さ
れ
た
和
讃
が
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
念
仏
の
法
と
の
出
遇
い
は
、「
如
来
の
智
慧
」
と
の
出
遇
い

で
あ
る
と
い
う
親
鸞
の
受
け
止
め
が
表
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
期
に
「
智
慧
」
を
強
調
す
る
こ
と
の
意
味
は
、
善
鸞
事
件
を
踏

ま
え
て
、
当
時
の
親
鸞
の
課
題
を
究
明
す
る
と
こ
ろ
か
ら
論
究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
よ
う
に
法
と
の
出
遇
い
が

表
現
さ
れ
て
い
く
背
景
に
、
阿
弥
陀
の
顕
現
、
勢
至
の
化
身
と
し
て
仰
ぐ
親
鸞
の
法
然
観
が
あ
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

お
わ
り
に

　
親
鸞
の
各
著
作
は
法
然
を
憶
う
中
か
ら
生
ま
れ
、
ま
た
改
訂
が
な
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
、
特
に
「
勢
至
」
の
言
説
に
注
目
す
る
と
こ
ろ

か
ら
尋
ね
て
み
た
。
法
然
を
通
し
て
の
本
願
念
仏
と
の
出
遇
い
と
い
う
一
点
に
立
っ
て
、
本
願
の
世
界
を
明
ら
か
に
す
る
べ
く
、
各
著
作

は
構
想
さ
れ
執
筆
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
、『
西
方
指
南
抄
』
の
執
筆
と
そ
こ
に
収
録
さ
れ
る
各
種
法
然
関
係
の
資
料
か

ら
の
影
響
が
あ
る
こ
と
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
今
回
、『
西
方
指
南
抄
』
に
収
録
さ
れ
る
勢
至
に
関
す
る
資
料
が
、
構
成
上
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
と
、
そ
の
点
が

親
鸞
の
著
作
の
構
造
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
こ
と
が
何
を
意
味
す
る
の
か
、『
西
方
指
南
抄
』
研
究
の
一
材
料
に
な

り
う
る
も
の
と
し
て
提
示
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

（

）
28

（

）
29



32

凡
例

『
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』
…
…
『
定
親
全
』

『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
　
…
…
『
大
正
蔵
』

註

「
法
然
聖
人
御
説
法
事
」
で
は
、
下
品
上
生
の
者
に
は
、
化
仏
と
化
観
音
化
「
勢
至
」
の
来
迎
が
あ
る
こ
と
（『
定
親
全
』
五
・
七
頁
）、『
安
楽

集
』
が
引
か
れ
て
、
阿
弥
陀
仏
の
入
滅
後
「
勢
至
」
が
そ
の
後
を
継
い
で
衆
生
を
導
く
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
（『
定
親
全
』
五
・
五
二
頁
）。「
三

昧
発
得
記
」
は
、
法
然
が
三
昧
の
中
で
「
勢
至
」
を
観
た
こ
と
（『
定
親
全
』
五
・
一
一
六
頁
）、「
法
然
聖
人
臨
終
行
儀
」
で
は
、
臨
終
時
に
法
然

が
「
勢
至
」
を
拝
見
し
た
こ
と
を
述
べ
る
（『
定
親
全
』
五
・
一
三
五
）。「
名
号
の
勝
徳
と
本
願
の
体
用
に
就
い
て
の
問
答
」
は
、『
観
経
』
流
通

分
の
「
観
世
音
菩
薩
・
大
勢
至
菩
薩
、
そ
の
勝
友
と
為
り
た
ま
う
」
を
引
用
し
て
そ
の
意
を
述
べ
（『
定
親
全
』
五
・
二
一
七
頁
）、「
法
語
〈
末
代

悪
世
の
衆
生
の
云
々
〉」
で
は
、
念
仏
者
は
往
生
の
後
、
浄
土
で
「
勢
至
」
に
見
え
る
と
説
か
れ
る
（『
定
親
全
』
五
・
三
〇
一
頁
）。

『
私
日
記
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
諸
見
解
が
あ
る
。
詳
し
く
は
、
三
田
全
信
「
法
然
上
人
傳
の
成
立
史
的
研
究
序
説
」『
法
然
上
人
伝
の
成
立
史

的
研
究
Ⅳ
』
所
収
・
一
九
六
五
年
、
福
井
康
順
「
源
空
聖
人
私
日
記
に
つ
い
て
」『
大
原
先
生
古
稀
記
念
浄
土
教
思
想
研
究
』
所
収
・
一
九
六
七
年
、

田
村
円
澄
「『
源
空
聖
人
私
日
記
』
の
成
立
過
程
」『
恵
谷
先
生
古
稀
記
念
浄
土
教
の
思
想
と
文
化
』
所
収
・
一
九
七
二
年
、
中
野
正
明
『
増
補
改

訂
　

法
然
遺
文
の
基
礎
的
研
究
』
第
一
章
、
第
二
章
第
四
節
な
ど
・
法
藏
館
・
二
〇
一
〇
年
。

中
野
正
明
『
増
補
改
訂
　

法
然
遺
文
の
基
礎
的
研
究
』・
四
七
、
五
三
頁
参
照
。
中
野
は
各
資
料
に
基
づ
き
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。

『
醍
醐
本
』「
一
期
物
語
」・『
法
然
上
人
伝
全
集
』
七
七
八
頁
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
足
立
幸
子
「『
西
方
指
南
抄
』
に
お
け
る
源
空
像
│
│
『
私
日
記
』
を
中
心
に
し
て
│
│
」『
印
仏
研
究
』
四
三
│
一
・

一
九
九
四
年
、
参
照
。

先
学
の
多
く
が
、
信
空
も
し
く
は
そ
れ
に
連
な
る
人
物
と
想
定
し
て
い
る
。

『
私
日
記
』
を
も
と
に
『
高
僧
和
讃
』
源
空
讃
を
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
そ
れ
は
窺
え
る
。

公
胤
夢
告
は
、『
私
日
記
』
の
他
、『
法
然
上
人
伝
記
』（『
醍
醐
本
』）、『
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
』（『
四
巻
伝
』）
な
ど
各
法
然
伝
に
見
ら
れ
る
が
、

（

）
1

（

）
2

（

）
3

（

）
4

（

）
5

（

）
6

（
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『
四
巻
伝
』
で
は
、
公
胤
が
法
然
七
七
日
の
導
師
を
務
め
た
こ
と
と
建
保
四
年
の
夢
告
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
私
日
記
』
で
「
法
事
唱
導
」
と
あ
る

の
は
こ
の
伝
記
資
料
と
の
関
わ
り
が
想
定
さ
れ
る
が
、
中
野
は
『
四
巻
伝
』
の
記
述
が
公
胤
夢
告
の
全
容
で
あ
る
と
想
定
し
て
い
る
。
中
野
正
明

『
増
補
改
訂
　

法
然
遺
文
の
基
礎
的
研
究
』・
四
六
頁
。
以
下
、『
四
巻
伝
』
の
公
胤
夢
告
を
掲
載
し
て
お
く
。

七
々
日
　
御
導
師
　
三
井
僧
正
公
胤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
當
法
印
大
和
尚
位
増
圓
奉

　
　
　
　
両
界
曼
陀
羅
阿
弥
陀
如
来

（
図
）

僧
正
公
胤
念
佛
破
文
を
作
て
、
種
々
難
を
も
て
上
人
を
非
し
給
に
、
一
々
に
く
つ
か
へ
し
て
、
次
第
を
の
へ
給
に
、
条
々
會
尺
に
、
返
て
帰

し
て
、
其
罪
障
懺
悔
の
た
め
に
、
中
隠
の
唱
道
を
望
日
、
信
空
願
文
云
、
先
師
廿
五
歳
之
昔
、
弟
子
十
二
歳
之
時
、
忝
結
㆓

師
資
之
約
契
㆒、

久
積
㆓

五
十
之
年
序
㆒。
一
旦
隔
㆓

生
死
㆒、
九
廻
腸
欲
㆑

断
。
自
㆑

宿
㆓

叡
山
黒
谷
之
草
庵
㆒、
至
㆑

移
㆓

東
都
白
河
之
禅
房
㆒、
其
間
云
㆓

撫
育
之
恩
㆒、

云
㆓

提
撕
之
志
㆒、
報
謝
之
思
、
昊
天
自
極
。
是
以
顕
㆓

弥
陀
迎
接
一
躯
之
形
像
㆒、
安
㆓

胎
蔵
金
剛
両
部
種
子
㆒。
又
摺
㆓

写
妙
法
花
経
㆒、
書
㆓

写
金

光
明
經
各
一
部
㆒、
以
開
眼
、
以
開
題
。
一
心
之
懇
志
、
三
宝
宜
㆓

知
見
㆒

云
々
。
凡
此
間
、
仏
事
営
、
諷
誦
を
行
人
行
人
、
数
を
し
ら
す
。

然
後
、
は
る
か
に
五
箇
年
を
へ
て
、
建
保
四
年
〔
丙
子
〕
四
月
二
十
六
日
夜
夢
に
、
聖
人
告
云
、

往
生
之
業
中

　
一
日
六
時
刹

　
一
心
不
乱
念

　
功
験
最
第
一

六
時
稱
名
者
　
往
生
必
決
定
　
雑
善
不
決
定
　
専
修
定
善
業

源
空
爲
孝
養
　
公
胤
能
説
法
　
感
語
不
可
盡
　
臨
終
先
迎
接

源
空
本
地
身
　
大
勢
至
菩
薩
　
衆
生
爲
化
故
　
來
此
界
度
々

 

（『
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
』（
善
導
寺
本
）
第
四
・『
法
然
上
人
絵
伝
集
成
一
』
一
五
八
頁
）

注
意
し
た
い
の
が
、
夢
告
の
偈
文
で
あ
る
。『
四
巻
伝
』
で
は
十
六
句
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
他
の
伝
記
に
比
し
て
一
番
分
量
が
多
い
。
そ
の
中
、

最
後
の
八
句
は
『
私
日
記
』
内
の
公
胤
夢
告
の
偈
文
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
若
干
の
異
同
が
あ
る
。「
源
空
為
孝
養
」（
源
空
為
教
益
）、「
感
語

不
可
尽
」（
感
即
不
可
尽
）、「
臨
終
先
迎
接
」（
臨
終
先
迎
摂
）、「
衆
生
為
化
故
」（
衆
生
為
教
化
）。（
＊
括
弧
内
は
『
私
日
記
』）。『
私
日
記
』
で

は
法
然
の
「
孝
養
」
の
為
に
公
胤
が
説
法
し
た
と
言
う
の
で
は
な
く
、「
教
益
」
の
為
に
と
言
い
、
ま
た
法
然
は
衆
生
の
「
教
化
」
の
為
に
こ
の
世
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凡
例

『
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』
…
…
『
定
親
全
』

『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
　
…
…
『
大
正
蔵
』

註

「
法
然
聖
人
御
説
法
事
」
で
は
、
下
品
上
生
の
者
に
は
、
化
仏
と
化
観
音
化
「
勢
至
」
の
来
迎
が
あ
る
こ
と
（『
定
親
全
』
五
・
七
頁
）、『
安
楽

集
』
が
引
か
れ
て
、
阿
弥
陀
仏
の
入
滅
後
「
勢
至
」
が
そ
の
後
を
継
い
で
衆
生
を
導
く
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
（『
定
親
全
』
五
・
五
二
頁
）。「
三

昧
発
得
記
」
は
、
法
然
が
三
昧
の
中
で
「
勢
至
」
を
観
た
こ
と
（『
定
親
全
』
五
・
一
一
六
頁
）、「
法
然
聖
人
臨
終
行
儀
」
で
は
、
臨
終
時
に
法
然

が
「
勢
至
」
を
拝
見
し
た
こ
と
を
述
べ
る
（『
定
親
全
』
五
・
一
三
五
）。「
名
号
の
勝
徳
と
本
願
の
体
用
に
就
い
て
の
問
答
」
は
、『
観
経
』
流
通

分
の
「
観
世
音
菩
薩
・
大
勢
至
菩
薩
、
そ
の
勝
友
と
為
り
た
ま
う
」
を
引
用
し
て
そ
の
意
を
述
べ
（『
定
親
全
』
五
・
二
一
七
頁
）、「
法
語
〈
末
代

悪
世
の
衆
生
の
云
々
〉」
で
は
、
念
仏
者
は
往
生
の
後
、
浄
土
で
「
勢
至
」
に
見
え
る
と
説
か
れ
る
（『
定
親
全
』
五
・
三
〇
一
頁
）。

『
私
日
記
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
諸
見
解
が
あ
る
。
詳
し
く
は
、
三
田
全
信
「
法
然
上
人
傳
の
成
立
史
的
研
究
序
説
」『
法
然
上
人
伝
の
成
立
史

的
研
究
Ⅳ
』
所
収
・
一
九
六
五
年
、
福
井
康
順
「
源
空
聖
人
私
日
記
に
つ
い
て
」『
大
原
先
生
古
稀
記
念
浄
土
教
思
想
研
究
』
所
収
・
一
九
六
七
年
、

田
村
円
澄
「『
源
空
聖
人
私
日
記
』
の
成
立
過
程
」『
恵
谷
先
生
古
稀
記
念
浄
土
教
の
思
想
と
文
化
』
所
収
・
一
九
七
二
年
、
中
野
正
明
『
増
補
改

訂
　

法
然
遺
文
の
基
礎
的
研
究
』
第
一
章
、
第
二
章
第
四
節
な
ど
・
法
藏
館
・
二
〇
一
〇
年
。

中
野
正
明
『
増
補
改
訂

　

法
然
遺
文
の
基
礎
的
研
究
』・
四
七
、
五
三
頁
参
照
。
中
野
は
各
資
料
に
基
づ
き
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。

『
醍
醐
本
』「
一
期
物
語
」・『
法
然
上
人
伝
全
集
』
七
七
八
頁
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
足
立
幸
子
「『
西
方
指
南
抄
』
に
お
け
る
源
空
像
│
│
『
私
日
記
』
を
中
心
に
し
て
│
│
」『
印
仏
研
究
』
四
三
│
一
・

一
九
九
四
年
、
参
照
。

先
学
の
多
く
が
、
信
空
も
し
く
は
そ
れ
に
連
な
る
人
物
と
想
定
し
て
い
る
。

『
私
日
記
』
を
も
と
に
『
高
僧
和
讃
』
源
空
讃
を
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
そ
れ
は
窺
え
る
。

公
胤
夢
告
は
、『
私
日
記
』
の
他
、『
法
然
上
人
伝
記
』（『
醍
醐
本
』）、『
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
』（『
四
巻
伝
』）
な
ど
各
法
然
伝
に
見
ら
れ
る
が
、

（

）
1

（

）
2

（

）
3

（

）
4

（

）
5

（

）
6

（

）
7

（

）
8
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『
四
巻
伝
』
で
は
、
公
胤
が
法
然
七
七
日
の
導
師
を
務
め
た
こ
と
と
建
保
四
年
の
夢
告
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
私
日
記
』
で
「
法
事
唱
導
」
と
あ
る

の
は
こ
の
伝
記
資
料
と
の
関
わ
り
が
想
定
さ
れ
る
が
、
中
野
は
『
四
巻
伝
』
の
記
述
が
公
胤
夢
告
の
全
容
で
あ
る
と
想
定
し
て
い
る
。
中
野
正
明

『
増
補
改
訂
　

法
然
遺
文
の
基
礎
的
研
究
』・
四
六
頁
。
以
下
、『
四
巻
伝
』
の
公
胤
夢
告
を
掲
載
し
て
お
く
。

七
々
日
　
御
導
師
　
三
井
僧
正
公
胤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
當
法
印
大
和
尚
位
増
圓
奉

　
　
　
　
両
界
曼
陀
羅
阿
弥
陀
如
来

（
図
）

僧
正
公
胤
念
佛
破
文
を
作
て
、
種
々
難
を
も
て
上
人
を
非
し
給
に
、
一
々
に
く
つ
か
へ
し
て
、
次
第
を
の
へ
給
に
、
条
々
會
尺
に
、
返
て
帰

し
て
、
其
罪
障
懺
悔
の
た
め
に
、
中
隠
の
唱
道
を
望
日
、
信
空
願
文
云
、
先
師
廿
五
歳
之
昔
、
弟
子
十
二
歳
之
時
、
忝
結
㆓

師
資
之
約
契
㆒、

久
積
㆓

五
十
之
年
序
㆒。
一
旦
隔
㆓

生
死
㆒、
九
廻
腸
欲
㆑

断
。
自
㆑

宿
㆓

叡
山
黒
谷
之
草
庵
㆒、
至
㆑

移
㆓

東
都
白
河
之
禅
房
㆒、
其
間
云
㆓

撫
育
之
恩
㆒、

云
㆓

提
撕
之
志
㆒、
報
謝
之
思
、
昊
天
自
極
。
是
以
顕
㆓

弥
陀
迎
接
一
躯
之
形
像
㆒、
安
㆓

胎
蔵
金
剛
両
部
種
子
㆒。
又
摺
㆓

写
妙
法
花
経
㆒、
書
㆓

写
金

光
明
經
各
一
部
㆒、
以
開
眼
、
以
開
題
。
一
心
之
懇
志
、
三
宝
宜
㆓

知
見
㆒

云
々
。
凡
此
間
、
仏
事
営
、
諷
誦
を
行
人
行
人
、
数
を
し
ら
す
。

然
後
、
は
る
か
に
五
箇
年
を
へ
て
、
建
保
四
年
〔
丙
子
〕
四
月
二
十
六
日
夜
夢
に
、
聖
人
告
云
、

往
生
之
業
中
　
一
日
六
時
刹
　
一
心
不
乱
念
　
功
験
最
第
一

六
時
稱
名
者
　
往
生
必
決
定
　
雑
善
不
決
定
　
専
修
定
善
業

源
空
爲
孝
養
　
公
胤
能
説
法
　
感
語
不
可
盡
　
臨
終
先
迎
接

源
空
本
地
身
　
大
勢
至
菩
薩
　
衆
生
爲
化
故
　
來
此
界
度
々

 

（『
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
』（
善
導
寺
本
）
第
四
・『
法
然
上
人
絵
伝
集
成
一
』
一
五
八
頁
）

注
意
し
た
い
の
が
、
夢
告
の
偈
文
で
あ
る
。『
四
巻
伝
』
で
は
十
六
句
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
他
の
伝
記
に
比
し
て
一
番
分
量
が
多
い
。
そ
の
中
、

最
後
の
八
句
は
『
私
日
記
』
内
の
公
胤
夢
告
の
偈
文
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
若
干
の
異
同
が
あ
る
。「
源
空
為
孝
養
」（
源
空
為
教
益
）、「
感
語

不
可
尽
」（
感
即
不
可
尽
）、「
臨
終
先
迎
接
」（
臨
終
先
迎
摂
）、「
衆
生
為
化
故
」（
衆
生
為
教
化
）。（
＊
括
弧
内
は
『
私
日
記
』）。『
私
日
記
』
で

は
法
然
の
「
孝
養
」
の
為
に
公
胤
が
説
法
し
た
と
言
う
の
で
は
な
く
、「
教
益
」
の
為
に
と
言
い
、
ま
た
法
然
は
衆
生
の
「
教
化
」
の
為
に
こ
の
世
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界
に
た
び
た
び
来
た
と
言
う
よ
う
に
、
法
然
の
教
化
の
仕
事
に
重
き
を
置
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
は
『
私
日
記
』
の
性
格
、
即
ち
衆
生

を
済
度
す
る
た
め
に
権
化
し
た
人
と
し
て
法
然
を
讃
え
よ
う
と
す
る
『
私
日
記
』
の
傾
向
と
よ
く
符
合
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

霊
山
勝
海
『
西
方
指
南
抄
論
』
永
田
文
昌
堂
・
一
九
九
三
・
五
十
頁
。

霊
山
勝
海
『
西
方
指
南
抄
論
』
永
田
文
昌
堂
・
一
九
九
三
・
五
十
二
頁
。

霊
山
が
こ
の
夢
告
に
着
目
す
る
理
由
は
、
こ
れ
が
『
西
方
指
南
抄
』
の
成
立
を
解
明
す
る
手
が
か
り
に
な
る
と
見
た
か
ら
で
あ
る
。『
西
方
指
南

抄
』
の
奥
書
を
一
瞥
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
書
は
上
巻
か
ら
順
番
に
完
成
し
て
い
な
い
。
こ
の
不
自
然
な
奥
書
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す

る
か
、
先
学
に
よ
っ
て
種
々
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
親
鸞
編
集
説
に
立
つ
浅
野
は
、
こ
れ
は
当
初
三
巻
構
想
で
あ
っ
た
も
の
が
、
本
巻
末
巻
に
分

冊
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
現
象
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
（
浅
野
教
信
『
親
鸞
聖
人
編
『
西
方
指
南
抄
』
の
研
究
』
上
巻
・
永
田
文
昌
堂
・
一
九
八
七

年
・
二
七
頁
）。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
上
巻
（
末
）
と
中
巻
（
末
）
の
書
写
の
日
付
は
、
わ
ず
か
一
日
違
い
で
あ
る
。
親
鸞
編
集
説
の
否
定
的

材
料
に
な
り
う
る
一
日
違
い
の
奥
書
の
謎
を
解
明
す
る
鍵
と
し
て
、
霊
山
は
こ
の
夢
告
に
注
目
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
中
巻
の
執
筆
中
に
、

公
胤
夢
告
を
上
巻
の
末
尾
に
追
記
し
、
更
に
上
巻
奥
書
を
も
付
し
た
。
そ
し
て
、
中
巻
の
残
り
の
執
筆
を
終
え
て
更
に
中
巻
奥
書
を
付
し
た
の
で
、

書
写
の
日
付
が
一
日
違
い
に
な
っ
て
い
る
と
推
論
し
、
そ
の
問
題
に
対
す
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。

中
野
正
明
『
増
補
改
訂
　

法
然
遺
文
の
基
礎
的
研
究
』「
第
二
章
第
二
節
三
「
底
本
の
附
記
と
親
鸞
の
加
筆
」」。

中
野
正
明
『
増
補
改
訂
　

法
然
遺
文
の
基
礎
的
研
究
』・
四
八
頁
。

中
野
正
明
『
増
補
改
訂
　

法
然
遺
文
の
基
礎
的
研
究
』・
五
四
頁
。

親
鸞
転
写
説
に
立
ち
、
霊
山
の
推
論
を
否
定
す
る
中
野
も
、
公
胤
夢
告
の
附
記
に
関
し
て
は
親
鸞
の
追
記
と
見
て
い
る
（
前
掲
書
、
一
一
四
頁
）。

あ
え
て
こ
こ
に
親
鸞
が
追
記
す
る
こ
と
の
意
味
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」

首
楞
嚴
經
に
よ
り
て
大
勢
至
菩
薩

和
讚
し
た
て
ま
つ
る

一
　
勢
志
念
佛
圓
通
え
て
　
五
十
二
菩
薩
も
ろ
と
も
に

　
　
　
す
な
わ
ち
座
よ
り
た
ゝ
し
め
て
　
佛
足
を
頂
禮
せ
し
め
つ
ゝ

（

）
9

（

）
10

（

）
11

（

）
12

（

）
13

（

）
14

（

）
15

（

）
16
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二
　
教
主
世
尊
に
ま
ふ
さ
し
む
　
往
昔
恒
河
沙
劫
に

　
　
　
佛
よ
に
い
で
た
ま
へ
り
き
　
无
量
光
と
な
づ
け
た
り

三
　
十
二
の
如
來
あ
ひ
つ
ぎ
て
　
十
二
劫
を
へ
た
ま
へ
り

　
　
　
最
後
の
如
來
を
な
づ
け
て
ぞ
　
超
日
月
光
と
ま
ふ
し
け
る

四
　
超
日
月
光
こ
の
み
に
は
　
念
佛
三
昧
お
し
え
し
む

　
　
　
十
方
の
如
來
衆
生
を
　
一
子
の
ご
と
く
に
憐
念
す

五
　
子
の
母
を
お
も
ふ
ご
と
く
に
て
　
衆
生
佛
を
憶
す
れ
ば

　
　
　
現
前
當
來
と
お
か
ら
ず
　
如
來
を
拝
見
う
た
が
は
ず

六
　
染
香
人
の
そ
の
み
に
は
　
香
氣
あ
る
が
ご
と
く
な
り

　
　
　
こ
れ
を
す
な
わ
ち
な
づ
け
て
は
　
香
光
荘
嚴
と
ま
ふ
す
な
り

七
　
わ
れ
も
と
因
地
に
あ
り
し
と
き
　
念
佛
の
心
を
も
ち
て
こ
そ

　
　
　
无
生
忍
に
は
い
り
し
か
ば
　
い
ま
こ
の
娑
婆
界
に
し
て

八
　
念
佛
の
ひ
と
を
攝
し
て
こ
そ
　
淨
土
に
歸
せ
し
む
る
な
り

　
　
　
大
勢
至
菩
薩
の
　
大
恩
ふ
か
く
報
ず
べ
し

　
　
　
　
以
上
大
勢
至
菩
薩

　
　
　
　
源
空
聖
人
之
御
本
地
也

經
言
　
我
本
因
地
　
以
念
佛
心

　
　
　
入
无
生
忍
　
今
於
此
界

　
　
　
攝
念
佛
人
　
歸
於
浄
土
　
　 

（『
浄
土
和
讃
』
大
勢
至
菩
薩
和
讃
・『
定
親
全
』
二
（
和
讃
篇
）・
六
七
│
七
二
頁
）

大
勢
至
法
王
子
。
與
其
同
倫
五
十
二
菩
薩
即
從
座
起
。
頂
禮
佛
足
而
白
佛
言
。
我
憶
往
昔
恒
河
沙
劫
。
有
佛
出
世
名
無
量
光
。
十
二
如
來
相
繼

一
劫
。
其
最
後
佛
名
超
日
月
光
。
彼
佛
教
我
念
佛
三
昧
。
譬
如
有
人
一
專
爲
憶
一
人
專
忘
。
如
是
二
人
若
逢
不
逢
或
見
非
見
。
二
人
相
憶
二
憶
念

深
。
如
是
乃
至
從
生
至
生
。
同
於
形
影
不
相
乖
異
。
十
方
如
來
憐
念
衆
生
如
母
憶
子
。
若
子
逃
逝
雖
憶
何
爲
。
子
若
憶
母
如
母
憶
時
。
母
子
歴
生

（

）
17
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界
に
た
び
た
び
来
た
と
言
う
よ
う
に
、
法
然
の
教
化
の
仕
事
に
重
き
を
置
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
は
『
私
日
記
』
の
性
格
、
即
ち
衆
生

を
済
度
す
る
た
め
に
権
化
し
た
人
と
し
て
法
然
を
讃
え
よ
う
と
す
る
『
私
日
記
』
の
傾
向
と
よ
く
符
合
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

霊
山
勝
海
『
西
方
指
南
抄
論
』
永
田
文
昌
堂
・
一
九
九
三
・
五
十
頁
。

霊
山
勝
海
『
西
方
指
南
抄
論
』
永
田
文
昌
堂
・
一
九
九
三
・
五
十
二
頁
。

霊
山
が
こ
の
夢
告
に
着
目
す
る
理
由
は
、
こ
れ
が
『
西
方
指
南
抄
』
の
成
立
を
解
明
す
る
手
が
か
り
に
な
る
と
見
た
か
ら
で
あ
る
。『
西
方
指
南

抄
』
の
奥
書
を
一
瞥
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
書
は
上
巻
か
ら
順
番
に
完
成
し
て
い
な
い
。
こ
の
不
自
然
な
奥
書
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す

る
か
、
先
学
に
よ
っ
て
種
々
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
親
鸞
編
集
説
に
立
つ
浅
野
は
、
こ
れ
は
当
初
三
巻
構
想
で
あ
っ
た
も
の
が
、
本
巻
末
巻
に
分

冊
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
現
象
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
（
浅
野
教
信
『
親
鸞
聖
人
編
『
西
方
指
南
抄
』
の
研
究
』
上
巻
・
永
田
文
昌
堂
・
一
九
八
七

年
・
二
七
頁
）。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
上
巻
（
末
）
と
中
巻
（
末
）
の
書
写
の
日
付
は
、
わ
ず
か
一
日
違
い
で
あ
る
。
親
鸞
編
集
説
の
否
定
的

材
料
に
な
り
う
る
一
日
違
い
の
奥
書
の
謎
を
解
明
す
る
鍵
と
し
て
、
霊
山
は
こ
の
夢
告
に
注
目
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
中
巻
の
執
筆
中
に
、

公
胤
夢
告
を
上
巻
の
末
尾
に
追
記
し
、
更
に
上
巻
奥
書
を
も
付
し
た
。
そ
し
て
、
中
巻
の
残
り
の
執
筆
を
終
え
て
更
に
中
巻
奥
書
を
付
し
た
の
で
、

書
写
の
日
付
が
一
日
違
い
に
な
っ
て
い
る
と
推
論
し
、
そ
の
問
題
に
対
す
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。

中
野
正
明
『
増
補
改
訂

　

法
然
遺
文
の
基
礎
的
研
究
』「
第
二
章
第
二
節
三
「
底
本
の
附
記
と
親
鸞
の
加
筆
」」。

中
野
正
明
『
増
補
改
訂
　

法
然
遺
文
の
基
礎
的
研
究
』・
四
八
頁
。

中
野
正
明
『
増
補
改
訂

　

法
然
遺
文
の
基
礎
的
研
究
』・
五
四
頁
。

親
鸞
転
写
説
に
立
ち
、
霊
山
の
推
論
を
否
定
す
る
中
野
も
、
公
胤
夢
告
の
附
記
に
関
し
て
は
親
鸞
の
追
記
と
見
て
い
る
（
前
掲
書
、
一
一
四
頁
）。

あ
え
て
こ
こ
に
親
鸞
が
追
記
す
る
こ
と
の
意
味
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」

首
楞
嚴
經
に
よ
り
て
大
勢
至
菩
薩

和
讚
し
た
て
ま
つ
る

一
　
勢
志
念
佛
圓
通
え
て
　
五
十
二
菩
薩
も
ろ
と
も
に

　
　
　
す
な
わ
ち
座
よ
り
た
ゝ
し
め
て
　
佛
足
を
頂
禮
せ
し
め
つ
ゝ

（

）
9

（

）
10

（

）
11

（

）
12

（

）
13

（

）
14

（

）
15

（

）
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二
　
教
主
世
尊
に
ま
ふ
さ
し
む
　
往
昔
恒
河
沙
劫
に

　
　
　
佛
よ
に
い
で
た
ま
へ
り
き
　
无
量
光
と
な
づ
け
た
り

三
　
十
二
の
如
來
あ
ひ
つ
ぎ
て
　
十
二
劫
を
へ
た
ま
へ
り

　
　
　
最
後
の
如
來
を
な
づ
け
て
ぞ
　
超
日
月
光
と
ま
ふ
し
け
る

四
　
超
日
月
光
こ
の
み
に
は
　
念
佛
三
昧
お
し
え
し
む

　
　
　
十
方
の
如
來
衆
生
を
　
一
子
の
ご
と
く
に
憐
念
す

五
　
子
の
母
を
お
も
ふ
ご
と
く
に
て
　
衆
生
佛
を
憶
す
れ
ば

　
　
　
現
前
當
來
と
お
か
ら
ず
　
如
來
を
拝
見
う
た
が
は
ず

六
　
染
香
人
の
そ
の
み
に
は
　
香
氣
あ
る
が
ご
と
く
な
り

　
　
　
こ
れ
を
す
な
わ
ち
な
づ
け
て
は
　
香
光
荘
嚴
と
ま
ふ
す
な
り

七
　
わ
れ
も
と
因
地
に
あ
り
し
と
き
　
念
佛
の
心
を
も
ち
て
こ
そ

　
　
　
无
生
忍
に
は
い
り
し
か
ば
　
い
ま
こ
の
娑
婆
界
に
し
て

八
　
念
佛
の
ひ
と
を
攝
し
て
こ
そ
　
淨
土
に
歸
せ
し
む
る
な
り

　
　
　
大
勢
至
菩
薩
の
　
大
恩
ふ
か
く
報
ず
べ
し

　
　
　
　
以
上
大
勢
至
菩
薩

　
　
　
　
源
空
聖
人
之
御
本
地
也

經
言
　
我
本
因
地
　
以
念
佛
心

　
　
　
入
无
生
忍
　
今
於
此
界

　
　
　
攝
念
佛
人
　
歸
於
浄
土
　
　 

（『
浄
土
和
讃
』
大
勢
至
菩
薩
和
讃
・『
定
親
全
』
二
（
和
讃
篇
）・
六
七
│
七
二
頁
）

大
勢
至
法
王
子
。
與
其
同
倫
五
十
二
菩
薩
即
從
座
起
。
頂
禮
佛
足
而
白
佛
言
。
我
憶
往
昔
恒
河
沙
劫
。
有
佛
出
世
名
無
量
光
。
十
二
如
來
相
繼

一
劫
。
其
最
後
佛
名
超
日
月
光
。
彼
佛
教
我
念
佛
三
昧
。
譬
如
有
人
一
專
爲
憶
一
人
專
忘
。
如
是
二
人
若
逢
不
逢
或
見
非
見
。
二
人
相
憶
二
憶
念

深
。
如
是
乃
至
從
生
至
生
。
同
於
形
影
不
相
乖
異
。
十
方
如
來
憐
念
衆
生
如
母
憶
子
。
若
子
逃
逝
雖
憶
何
爲
。
子
若
憶
母
如
母
憶
時
。
母
子
歴
生

（

）
17
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不
相
違
遠
。
若
衆
生
心
憶
佛
念
佛
。
現
前
當
來
必
定
見
佛
去
佛
不
遠
。
不
假
方
便
自
得
心
開
。
如
染
香
人
身
有
香
氣
。
此
則
名
曰
香
光
荘
嚴
。
我

本
因
地
以
念
佛
心
入
無
生
忍
。
今
於
此
界
攝
念
佛
人
歸
於
淨
土
。（
般
剌
蜜
帝
訳
『
首
楞
厳
経
』・『
大
正
蔵
』
一
九
・
一
二
八ab

）

西
本
願
寺
蔵
親
鸞
真
筆
『
信
微
上
人
御
釈
』（『
定
親
全
』
六
（
写
伝
篇
）・
一
八
九
頁
）
に
も
『
首
楞
厳
経
』
文
の
一
部
、「
若
衆
生
心
憶
佛
念

佛
。
現
前
當
來
必
定
見
佛
〔
乃
至
〕
我
本
因
地
以
念
佛
心
入
無
生
忍
。
今
於
此
界
攝
念
佛
人
歸
於
淨
土
」
が
引
か
れ
て
い
る
。

平
松
令
三
『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
三
巻
解
説
・
法
藏
館
。

高
田
専
修
寺
蔵
『
浄
土
和
讃
』・『
定
親
全
』
二
（
和
讃
篇
）・
六
七
頁
。

『
浄
土
和
讃
』
に
は
顕
智
書
写
本
が
伝
わ
る
。
そ
の
奥
書
に
「
草
本
云
、
建
長
七
年
乙
卯
四
月
廿
六
日
書
写
之
」「
正
応
三
年
庚
寅
九
月
十
六
日

令
書
写
之
畢
」
と
あ
る
よ
う
に
、
親
鸞
が
建
長
七
年
、
八
十
三
歳
時
に
制
作
し
た
も
の
を
、
顕
智
が
正
応
三
（
一
二
九
〇
）
年
に
書
写
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
中
に
は
「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
書
の
成
立
に
信
を
置
く
な
ら
ば
、
国
宝
本
は
親
鸞
八
十

三
歳
ま
で
に
成
立
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
顕
智
本
に
は
別
和
讃
八
首
が
置
か
れ
、
そ
の
内
の
五
首
が
『
正
像
末
法
和
讃
』（
草
稿

本
）
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、『
正
像
末
法
和
讃
』（
草
稿
本
）
の
成
立
も
、
八
十
三
歳
頃
か
ら
夢
告
を
受
け
る
八
十
五
歳
の
二
月
ま

で
の
間
に
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
顕
智
本
の
構
成
は
か
な
り
異
な
る
の
で
、
国
宝
本
と
の
関
係
は
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

平
松
令
三
『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
三
巻
解
説
、
名
畑
應
順
『
親
鸞
和
讃
集
』
解
説
・
岩
波
文
庫
・
一
九
七
六
年
、
宮
崎
圓
遵
「
正
像
末
和
讃

私
記
」『
宮
崎
圓
遵
著
作
集
六
　

真
宗
書
誌
学
の
研
究
』
所
収
・
一
九
八
〇
年
。

平
松
は
、
両
和
讃
の
外
題
、『
浄
土
和
讃
』
の
巻
頭
と
巻
末
の
経
文
の
ほ
か
、「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
八
首
の
振
り
仮
名
と
左
訓
の
大
部
分
、
朱

筆
は
親
鸞
真
筆
と
見
て
い
る
。
特
に
「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
の
振
り
仮
名
は
老
筆
で
あ
り
、『
西
方
指
南
抄
』
の
振
り
仮
名
と
よ
く
似
て
い
る
と
指

摘
し
て
い
る
。『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
三
巻
解
説
。

『
大
旡
量
壽
經
』
言
。
設
我
得
佛
、
十
方
衆
生
、
至
心
信
樂
、
欲
生
我
國
、
乃
至
十
念
、
若
不
生
者
、
不
取
正
覺
。
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
。
文

（『
定
親
全
』
三
（
和
文
篇
）・
七
三
頁
）。
又
言
。
其
佛
本
願
力
、
聞
名
欲
往
生
、
皆
悉
到
彼
國
、
自
致
不
退
轉
と
（『
定
親
全
』
三
（
和
文
篇
）・

七
六
頁
）。
又
言
。
必
得
超
絶
去
往
生
安
養
國
、
横
截
五
惡
趣
惡
趣
自
然
閉
、
昇
道
旡
窮
極
、
易
往
而
旡
人
、
其
國
不
逆
違
自
然
之
所
牽
　
抄
出

（『
定
親
全
』
三
（
和
文
篇
）・
七
七
頁
）。

『
尊
号
真
像
銘
文
』（
広
本
）
の
『
首
楞
厳
経
』
文
は
中
略
さ
れ
て
い
る
が
、「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
で
は
中
略
部
分
も
詩
に
さ
れ
て
い
る
。
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（
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（
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幡
谷
明
「
尊
号
真
像
銘
文
に
つ
い
て
」『
真
宗
重
宝
聚
英
』
第
六
巻
解
説
・
同
朋
舎
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
・
一
九
八
八
年
、
名
畑
崇
『『
尊
号
真
像

銘
文
』
敬
信
記
』
東
本
願
寺
・
二
〇
〇
五
年
。

井
上
は
親
鸞
晩
年
の
思
想
的
課
題
は
「
現
生
正
定
聚
」
と
「
還
相
回
向
」
で
あ
っ
た
と
し
、
草
稿
本
に
そ
の
思
索
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
指
摘

す
る
。
井
上
尚
実
「
現
生
正
定
聚
と
浄
土
の
慈
悲
（
一
）
│
│
「
最
後
の
親
鸞
」
に
学
ぶ
│
│
」『
親
鸞
教
学
』
一
〇
四
号
・
二
〇
一
五
年
。

拙
稿
「
親
鸞
と
『
西
方
指
南
抄
』」『
親
鸞
教
学
』
九
十
六
号
・
二
〇
一
一
年
。

後
の
『
正
像
末
法
和
讃
』（
顕
智
本
）
お
よ
び
文
明
本
に
お
い
て
は
、
こ
の
二
首
は
先
の
勢
至
和
讃
二
首
と
連
続
し
て
収
録
さ
れ
る
よ
う
に
、

「
智
慧
の
念
仏
」「
信
心
の
智
慧
」
を
軸
に
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
草
稿
本
で
は
「
智
願
」（
第
十
九
、
二
十
一
、
二
十
三
首
）「
仏
智
」（
第
二
十
八
首
）
と
い
う
用
語
に
よ
っ
て
如
来
の
智
慧
を
詠
う
和

讃
が
制
作
さ
れ
て
い
る
。
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（
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（
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不
相
違
遠
。
若
衆
生
心
憶
佛
念
佛
。
現
前
當
來
必
定
見
佛
去
佛
不
遠
。
不
假
方
便
自
得
心
開
。
如
染
香
人
身
有
香
氣
。
此
則
名
曰
香
光
荘
嚴
。
我

本
因
地
以
念
佛
心
入
無
生
忍
。
今
於
此
界
攝
念
佛
人
歸
於
淨
土
。（
般
剌
蜜
帝
訳
『
首
楞
厳
経
』・『
大
正
蔵
』
一
九
・
一
二
八ab

）

西
本
願
寺
蔵
親
鸞
真
筆
『
信
微
上
人
御
釈
』（『
定
親
全
』
六
（
写
伝
篇
）・
一
八
九
頁
）
に
も
『
首
楞
厳
経
』
文
の
一
部
、「
若
衆
生
心
憶
佛
念

佛
。
現
前
當
來
必
定
見
佛
〔
乃
至
〕
我
本
因
地
以
念
佛
心
入
無
生
忍
。
今
於
此
界
攝
念
佛
人
歸
於
淨
土
」
が
引
か
れ
て
い
る
。

平
松
令
三
『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
三
巻
解
説
・
法
藏
館
。

高
田
専
修
寺
蔵
『
浄
土
和
讃
』・『
定
親
全
』
二
（
和
讃
篇
）・
六
七
頁
。

『
浄
土
和
讃
』
に
は
顕
智
書
写
本
が
伝
わ
る
。
そ
の
奥
書
に
「
草
本
云
、
建
長
七
年
乙
卯
四
月
廿
六
日
書
写
之
」「
正
応
三
年
庚
寅
九
月
十
六
日

令
書
写
之
畢
」
と
あ
る
よ
う
に
、
親
鸞
が
建
長
七
年
、
八
十
三
歳
時
に
制
作
し
た
も
の
を
、
顕
智
が
正
応
三
（
一
二
九
〇
）
年
に
書
写
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
中
に
は
「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
書
の
成
立
に
信
を
置
く
な
ら
ば
、
国
宝
本
は
親
鸞
八
十

三
歳
ま
で
に
成
立
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
顕
智
本
に
は
別
和
讃
八
首
が
置
か
れ
、
そ
の
内
の
五
首
が
『
正
像
末
法
和
讃
』（
草
稿

本
）
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、『
正
像
末
法
和
讃
』（
草
稿
本
）
の
成
立
も
、
八
十
三
歳
頃
か
ら
夢
告
を
受
け
る
八
十
五
歳
の
二
月
ま

で
の
間
に
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
顕
智
本
の
構
成
は
か
な
り
異
な
る
の
で
、
国
宝
本
と
の
関
係
は
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

平
松
令
三
『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
三
巻
解
説
、
名
畑
應
順
『
親
鸞
和
讃
集
』
解
説
・
岩
波
文
庫
・
一
九
七
六
年
、
宮
崎
圓
遵
「
正
像
末
和
讃

私
記
」『
宮
崎
圓
遵
著
作
集
六

　

真
宗
書
誌
学
の
研
究
』
所
収
・
一
九
八
〇
年
。

平
松
は
、
両
和
讃
の
外
題
、『
浄
土
和
讃
』
の
巻
頭
と
巻
末
の
経
文
の
ほ
か
、「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
八
首
の
振
り
仮
名
と
左
訓
の
大
部
分
、
朱

筆
は
親
鸞
真
筆
と
見
て
い
る
。
特
に
「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
の
振
り
仮
名
は
老
筆
で
あ
り
、『
西
方
指
南
抄
』
の
振
り
仮
名
と
よ
く
似
て
い
る
と
指

摘
し
て
い
る
。『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
三
巻
解
説
。

『
大
旡
量
壽
經
』
言
。
設
我
得
佛
、
十
方
衆
生
、
至
心
信
樂
、
欲
生
我
國
、
乃
至
十
念
、
若
不
生
者
、
不
取
正
覺
。
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
。
文

（『
定
親
全
』
三
（
和
文
篇
）・
七
三
頁
）。
又
言
。
其
佛
本
願
力
、
聞
名
欲
往
生
、
皆
悉
到
彼
國
、
自
致
不
退
轉
と
（『
定
親
全
』
三
（
和
文
篇
）・

七
六
頁
）。
又
言
。
必
得
超
絶
去
往
生
安
養
國
、
横
截
五
惡
趣
惡
趣
自
然
閉
、
昇
道
旡
窮
極
、
易
往
而
旡
人
、
其
國
不
逆
違
自
然
之
所
牽
　
抄
出

（『
定
親
全
』
三
（
和
文
篇
）・
七
七
頁
）。

『
尊
号
真
像
銘
文
』（
広
本
）
の
『
首
楞
厳
経
』
文
は
中
略
さ
れ
て
い
る
が
、「
大
勢
至
菩
薩
和
讃
」
で
は
中
略
部
分
も
詩
に
さ
れ
て
い
る
。
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幡
谷
明
「
尊
号
真
像
銘
文
に
つ
い
て
」『
真
宗
重
宝
聚
英
』
第
六
巻
解
説
・
同
朋
舎
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
・
一
九
八
八
年
、
名
畑
崇
『『
尊
号
真
像

銘
文
』
敬
信
記
』
東
本
願
寺
・
二
〇
〇
五
年
。

井
上
は
親
鸞
晩
年
の
思
想
的
課
題
は
「
現
生
正
定
聚
」
と
「
還
相
回
向
」
で
あ
っ
た
と
し
、
草
稿
本
に
そ
の
思
索
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
指
摘

す
る
。
井
上
尚
実
「
現
生
正
定
聚
と
浄
土
の
慈
悲
（
一
）
│
│
「
最
後
の
親
鸞
」
に
学
ぶ
│
│
」『
親
鸞
教
学
』
一
〇
四
号
・
二
〇
一
五
年
。

拙
稿
「
親
鸞
と
『
西
方
指
南
抄
』」『
親
鸞
教
学
』
九
十
六
号
・
二
〇
一
一
年
。

後
の
『
正
像
末
法
和
讃
』（
顕
智
本
）
お
よ
び
文
明
本
に
お
い
て
は
、
こ
の
二
首
は
先
の
勢
至
和
讃
二
首
と
連
続
し
て
収
録
さ
れ
る
よ
う
に
、

「
智
慧
の
念
仏
」「
信
心
の
智
慧
」
を
軸
に
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
草
稿
本
で
は
「
智
願
」（
第
十
九
、
二
十
一
、
二
十
三
首
）「
仏
智
」（
第
二
十
八
首
）
と
い
う
用
語
に
よ
っ
て
如
来
の
智
慧
を
詠
う
和

讃
が
制
作
さ
れ
て
い
る
。
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